
第７６回「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」 
ご説明内容 

 
 
１． 日 時 平成２１年１０月７日（水）１８：３０～２１：３０ 
 
２． 場 所 柏崎原子力広報センター ２Ｆ研修室 
 
３． 内 容 

（１） 前回定例会以降の動き 

（２） ６，７号機の状況説明（東京電力） 

６，７号機の状況説明（原子力安全・保安院） 

（３） 委員質問への回答（６号機ロッキング、電気予報実績、火災対応） 

（４） 全体質疑 

（５）その他 
 
添付：第７６回「地域の会」定例会資料 
 

以 上 

 



      

  平成 21 年 10 月 7 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 

第７６回「地域の会」定例会資料 〔前回 9/2 以降の動き〕 
 

 

＜不適合事象関係＞ 
 

【区分Ⅲ】 

・９月 ９日 ４号機 タービン建屋（管理区域）におけるけが人の発生について 

平成 21 年９月９日午前 10 時頃、４号機タービン建屋地下３階（管理区域）

において、復水ろ過装置の弁分解点検に従事していた協力企業作業員が、

弁駆動部の側板をハンマー（プラスチック製）でたたいて取り外す作業中、

誤ってハンマーで自分の左手人さし指をたたき出血したため、業務車で病

院へ搬送しました。 なお、作業員の身体に放射性物質の付着はありませ

ん。 診察の結果、左示指末節骨開放骨折と診断されました。 

今後、協力企業作業員に対して、挟まれ防止などの安全基本行動の徹底を

再周知いたします。 

 

 

・１０月１日 １・２号機 排気筒上部（屋外）におけるけが人の発生について 

平成 21 年９月 30 日午前 10 時頃、１・２号機排気筒上部（屋外、地上

60ｍ付近）の仮設足場で耐震強化工事に従事していた協力企業作業員が、

養生シートで周囲が覆われていたため、クレーンで吊り上げられてきた

補強部材が見えず、仮設足場の手すりを掴んでいた作業員の左手人差し

指に当該補強部材が当たり、負傷しました。 

当社健康管理室にて応急処置を行いましたが、病院で治療を受けるため

業務車にて搬送しました。診察の結果、左示指圧挫創と診断されました。 

原因を調査した結果、作業員の養生シートのはずし方が不十分なまま作

業を実施し、本事象が発生したことから、今後、吊り荷材の移動中は位

置が確認できるよう、養生シートをはずし、視界を確保してから作業を

行うように徹底します。また、本事象について当社社員および協力企業

作業員に周知徹底します。 

 

 

１０月１日 ４号機 排気筒上部（屋外）におけるけが人の発生について 

平成 21 年９月 30 日午前９時 20 分頃、４号機排気筒上部（屋外、地上 35

ｍ付近）において、耐震強化工事に従事していた協力企業作業員が、仮設

エレベータに安全帯を掛けて上部作業床に移動しようとした際、エレベー

タが下に動いたため、エレベータに取り付けた安全帯に体が引っ張られ、

左足ももの付け根から腰にかけて、単管パイプに圧迫されました。左内も

もにわずかな出血があり当社健康管理室にて応急処置を行いましたが、痛

みがあることから業務車にて病院へ搬送しました。診察の結果、左内転筋

挫傷と診断されました。原因を調査した結果、以下のことがわかりました。 

・エレベータ上部で作業を行う際の手順書では、エレベータの電源を切る 
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よう定めていたが、作業班長確認のもと、被災した作業員は短時間の作
業であることから電源が入った状態で作業しようとしたこと。 

・エレベータなどの可動物に安全帯をかけてはいけないルールとなってい 
るところ、被災した作業員は移動の際にエレベータ上部の機器に安全帯
をかけて移動しようとしていたこと。 

・上部で作業を行うためエレベータの操作を禁止することとなっていたの
にもかかわらず、作業班長は、全体を監視する地上の監視員に連絡して
いなかったことから、地上の作業員に作業が周知されず、地上の作業員
が昇降ボタンを操作してエレベータを動かしたこと。 

・作業前に排気筒上部からエレベータを使用しないように、地上の作業員
にアナウンスを行ったが、うまく伝わっていなかったこと。 

今後、エレベータ上部で作業する際は、手順書を遵守してエレベータの電
源を切ることやエレベータなどの可動物には安全帯をかけないことを徹
底するとともに、全体を監視する地上の監視員に事前に連絡を行い、地上
部のエレベータ操作盤を操作禁止として表示札を掲示することとします。 

また、排気筒上部で作業する際は、トランシーバーを活用して作業場所と
地上で作業状況について頻繁に確認しあうことといたしました。 
当社は、本事象に鑑み、引き続き排気筒耐震補強工事の安全対策について

検討を行い必要な対策を講じるとともに、本事象について当社社員および

協力企業作業員に周知徹底します。 

 

 

１０月２日 ５号機 タービン建屋におけるけが人の発生について 

平成 21 年 10 月２日午後２時 25 分頃、５号機のタービン建屋２階オペレ

ーディングフロア（管理区域）にて蒸気加減弁の組み立て作業中、倒れた

弁体および弁棒（長さ：2.5ｍ、弁体直径：約 50 cm、弁棒直径：約 13cm、

重さ：約 700kg）と床の間に協力企業作業員の右足がはさまり負傷したた

め、当該作業員を救急車で病院に搬送しました。 

なお、作業員の身体に放射性物質の付着はありません。診察の結果、右足

頸骨開放骨折と診断されました。 今後、原因の分析と対策を検討いたします。 

また、当所における全作業について、当社と協力企業とで作業手順と現場安全

の再確認を行うとともに、当社工事監理員および協力企業作業員に対し、本事

象の周知を実施いたします。 

 

 

１０月６日 １号機 原子炉建屋におけるけが人の発生について 

平成 21 年 10 月６日午後３時頃、１号機の原子炉建屋地下４階にある主蒸気隔

離弁漏えい抑制系室（管理区域）で、グレーチング（作業床）上部で耐震強化

工事の準備作業（作業エリアの養生）を行っていた協力企業作業員が、はしご

の開口部から約 4.7ｍ下の床に転落し、頭部を打って右まぶた、右膝、左足の

くるぶしを負傷したため、当該作業員を救急車で病院に搬送しました。 

なお、作業員の身体に放射性物質の付着はありません。 

診断の結果、急性硬膜外出血および右頭蓋骨骨折と診察されました。明日再度

診察する予定です。 

今後、原因の分析と対策を検討いたします。また、当所における全作業の現場

安全確保策について再確認を実施するとともに、当社工事監理員および協力企

業作業員に対し本事象を周知徹底いたします。 
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＜7 号機関係＞ 

 

・９月１４日 柏崎刈羽原子力発電所７号機における漏えい燃料発生に係る原因およ 

び今後の対応について（報告書）の新潟県、柏崎市ならびに刈羽村へ 

の提出について 

 

・９月２４日 柏崎刈羽原子力発電所７号機の燃料取り替えに伴う計画停止について 
 

・９月２９日 柏崎刈羽原子力発電所７号機における漏えい燃料発生後の運転状況お 

よび今回の事象で得られた知見ならびに今後の対応に関する報告書の 

提出について 

 

・１０月６日 柏崎刈羽原子力発電所７号機における漏えい燃料集合体の確認につい

て 

 

 

＜6 号機関係＞ 

 

・９月 ２日 柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体 

の機能試験の進捗状況について 

［発電機出力約 20％の状態における評価について］ 

 

・９月 ４日 柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体 

       の機能試験の進捗状況について 

［発電機出力約 50％の状態における評価について］ 

 

・９月 ６日 柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体 

       の機能試験の進捗状況について 

［発電機出力約 75％の状態における評価について］ 

 

・９月１０日 柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体 

       の機能試験の進捗状況について 

［発電機出力約 100％の状態における評価について］ 

 

・９月１４日 柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体 

       の機能試験の進捗状況について 

［定格熱出力到達後の評価について］ 

 

・９月２４日 柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体 

       の機能試験の進捗状況について 

［系統機能試験終了後の評価について］ 

 

・９月２８日 柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体 

       の機能試験の進捗状況について 

［最終評価について］ 
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・１０月１日 柏崎刈羽原子力発電所６号機に関する新潟県中越沖地震後の設備健 

全性に係るプラント全体の機能試験・評価報告書の経済産業省原子 

力安全・保安院への提出について 

 

 

＜その他発電所に係る情報＞  

 

・９月 ３日 柏崎刈羽原子力発電所２号機における原子炉再循環系配管等の点検 

            状況について 

 

・９月 ９日 柏崎刈羽原子力発電所屋外建設機械からの発火に関する原因と対策に

ついて 

 

 

＜新潟県中越沖地震関係＞ 

 

・９月 ３日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：９月 ３日） 
 

・９月１０日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：９月１０日） 
 

・９月１７日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：９月１７日） 

 

・９月２５日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：９月２５日） 

 

・１０月１日 新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況および不適合について 

（週報：１０月１日） 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 

区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 

区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象

その他  上記以外の不適合事象 
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～総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会への当社説明内容について～ 

 

・１０月 ６日 総合資源エネルギー調査会原子力安全・保安部会 中越沖地震にお

ける原子力施設に関する調査・対策委員会 運営管理・設備健全性

評価ワーキンググループ 第22回設備健全性評価サブワーキンググ

ループ 

・『柏崎刈羽原子力発電所 各号機の設備健全性点検・評価状況について』 

・『柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係るプラン 

ト全体の機能試験・評価報告について』 

・『柏崎刈羽原子力発電所１号機の点検評価状況について』 

・『柏崎刈羽原子力発電所５号機の点検評価状況について』 

・『柏崎刈羽原子力発電所７号機の燃料からの放射性物質漏えい事象に対する対応

状況、今後の点検計画等』 

・『柏崎刈羽原子力発電所１号機及び５号機 系統レベルの健全性確認について』 

・『柏崎刈羽原子力発電所１号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・

評価計画書（改訂１）（案）』 

・『柏崎刈羽原子力発電所５号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・

評価計画書（改訂２） （案）） 

 

 

～新潟県原子力発電所の安全管理に関する技術委員会への当社説明内容について～ 

 

・ ９月３０日 第26回設備健全性、耐震安全性に関する小委員会 

・各号機の点検・解析の進捗状況について 

・６号機プラント全体の機能試験・評価結果報告 

・７号機燃料からの放射性物質漏えい事象について 

・５号機建物・構築物（原子炉建屋）の健全性に係る点検・評価状況について 

・１号機設備の健全性に係る解析状況について 

・５号機設備の健全性に係る点検・評価状況について 

・その他 

 

以 上 
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柏崎刈羽原子力発電所７号機における 

漏えい燃料発生に係る原因および今後の対応について（報告書）の 

新潟県、柏崎市ならびに刈羽村への提出について 

 

平 成 21 年 ９ 月 14 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当社は、柏崎刈羽原子力発電所７号機について、現在、出力抑制法 ＊ に

より漏えい燃料からの放射性物質の漏えいを抑制した状態でプラントの運

転を継続しております。 

本日、本件に関して、新潟県、柏崎市ならびに刈羽村よりいただいてお

ります要請（「柏崎刈羽原子力発電所７号機の高感度オフガスモニター指示

値上昇への対応について（平成 21 年７月 24 日付）」）にもとづき、漏えい

燃料発生の原因および今後の対応、現在までのプラント運転状況について、

改めて報告書としてとりまとめ提出いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 なお、９月下旬に原子炉を停止するまでの間は、引き続き安全を第一に

監視強化を継続し、漏えい燃料近傍の制御棒を挿入した状態で、漏えい燃

料の出力抑制が適切に行われていることを確認してまいりますが、監視の

中で異常が確認された場合や燃料被覆管の損傷の拡大が疑われる場合には、

速やかにプラントを停止することといたします。 

 

以 上 

 

＜添付資料＞ 

・柏崎刈羽原子力発電所７号機漏えい燃料発生に係る原因および今後の    

対応について 

 

＊ 出力抑制法 

プラントの運転中に漏えい燃料が発生した場合、プラントの出力を抑制した状

態で制御棒を操作し、その際の高感度オフガスモニタの値を把握することで、漏

えい燃料が装荷されている範囲を特定できる。また、特定された漏えい燃料周辺

の制御棒を挿入して出力を抑制したうえで、定格出力で安定した運転を継続する

ことが可能で、過去にも出力抑制法を用いて運転を継続した実績が多数ある。 

 

 



柏崎刈羽原子力発電所７号機の燃料取り替えに伴う 

計画停止について 

 

平 成 21 年 ９ 月 24 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

当社は、漏えい燃料が確認された柏崎刈羽原子力発電所７号機について、

出力抑制法 ＊ １ により漏えい燃料からの放射性物質の漏えい抑制が適切に

行われ、安定した状態を維持していることを監視しながら、慎重に運転を

継続し、知見の拡充のための運転・監視データの採取・蓄積を行ってまい

りました。 

また、７号機については、新潟県中越沖地震後初めて起動したプラント

であること等を総合的に勘案し、通常の定期検査時期を待たずに本年９月

下旬には原子炉を停止し、一部の燃料の取り替えを行うこととしておりま

した。              （平成 21 年９月１日お知らせ済み） 

 

本日まで、７号機の運転・監視データの採取・蓄積を継続してまいりま

したが、平成 21 年９月 25 日午前 10 時より発電機出力の降下操作を開始し、

午後 11 時頃、発電を停止いたします。その後、９月 26 日午前１時頃に原

子炉を停止する予定です。 

 

原子炉を停止した後、原子炉内に装荷されている全ての燃料についてシ

ッピング調査 ＊２ を実施して漏えい燃料を特定し、新燃料に取り替えること

といたしますが、より信頼性を向上する観点から、漏えい燃料ならびに異

物フィルタなしの燃料 96 体について、異物フィルタ付きの新燃料＊３ に取り

替える予定です。 

シッピング調査により漏えいが確認された燃料については、外観観察等

の詳細点検を行い、漏えいの原因を調査することとしております。 

 

なお、調査結果につきましては、とりまとめた後、国ならびに地元自治

体へご報告してまいります。 

 

当社といたしましては、災害に強い発電所づくりに向けた取り組みを進

め、安全安心の更なる向上を図るとともに、プラントの点検・評価、復旧

作業に努め、これまで同様、これらの取り組みについて、地域や社会の皆

さまに丁寧にご説明してまいります。 

 

以 上 

 



＊１ 出力抑制法 

プラントの運転中に漏えい燃料が発生した場合、プラントの出力を抑制した状

態で制御棒を操作し、その際の高感度オフガスモニタの値を把握することで、漏

えい燃料が装荷されている範囲を特定できる。また、特定された漏えい燃料周辺

の制御棒を挿入して出力を抑制したうえで、定格出力で安定した運転を継続する

ことが可能で、過去にも出力抑制法を用いて運転を継続した実績が多数ある。 

 

＊２ シッピング調査 

    原子炉内に燃料が装荷された状態で燃料を数ｍ引き上げ、当該燃料に加わる水

圧を下げることにより、当該燃料から放出される気体状の放射性物質の濃度を測

定し、漏えい燃料を特定する検査。 

 

＊３ 異物フィルタ付きの新燃料 

    燃料への異物の影響を更に低減するため、燃料の下部にフィルタ機能を持たせ

た燃料。  

 



 

 

柏崎刈羽原子力発電所７号機における 

漏えい燃料発生後の運転状況および今回の事象で得られた知見 

ならびに今後の対応に関する報告書の提出について 

 

平 成 21 年 ９ 月 29 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当社は、柏崎刈羽原子力発電所７号機について、漏えい燃料等を取り替

えるために、平成 21 年９月 26 日に原子炉を停止いたしました。 

 

本日、漏えい燃料発生から原子炉停止までの運転状況、および今回の事

象で得られた知見、ならびに今後の対応について、報告書としてとりまと

め、経済産業省原子力安全・保安院、新潟県、柏崎市ならびに刈羽村へ提

出いたしましたのでお知らせいたします。 

 

○今回の事象で得られた知見の概要 

・７号機における今回の事象ならびに出力抑制法 ＊１ による運転状況から、

当社が定めた高感度オフガスモニタ ＊２ の警報設定値や、今回初めて設

定した当該モニタ指示値による判断基準等が妥当であることを確認

した。 

・漏えいの徴候を早期に検知し、原子炉水中のよう素濃度に変動が現れ

る前に速やかに出力抑制法を実施することにより、高感度オフガス

モニタの指示値を事象発生前と同レベルまで低下させ、それを維持

しつつ運転を継続することができ、漏えい事象における放射性物質

の放出を極めて小さくすることが可能であることなどを確認した。 

 

 なお、今回の事象により得られた知見につきましては、今後実施する漏

えい燃料に対する詳細点検の結果から得られる知見と合わせて、ＢＷＲ事

業者協議会 ＊ ３ の場でガイドラインとしてとりまとめ、全てのＢＷＲ事業

者にて共有してまいります。 

 

以 上 

 

＜添付資料＞ 

・柏崎刈羽原子力発電所７号機漏えい燃料発生後の運転状況および今回  

の事象で得られた知見ならびに今後の対応について 

 

 

 

 



 

 

＊１ 出力抑制法 

プラントの運転中に漏えい燃料が発生した場合、プラントの出力を抑制した状

態で制御棒を操作し、その際の高感度オフガスモニタの値を把握することで、漏

えい燃料が装荷されている範囲を特定できる。また、特定された漏えい燃料周辺

の制御棒を挿入して出力を抑制したうえで、定格出力で安定した運転を継続する

ことが可能で、過去にも出力抑制法を用いて運転を継続した実績が多数ある。 

 

＊２ 高感度オフガスモニタ 

燃料棒の被覆管に開いた微小な孔から極微量なガス状の放射性物質が原子炉

水中へ漏れ出すような事象を早期に発見する目的で補助的に設置されたもので

あり、通常の気体廃棄物処理系の監視は、これとは別に設置されている放射線

監視モニタ（復水器と活性炭式希ガスホールドアップ塔の間に設置されており、

復水器から抽出されたガスには、極微量の放射性物質が含まれているので、そ

の放射線を監視するための機器）により監視している。 

 

＊３ ＢＷＲ事業者協議会 

本協議会は、わが国のＢＷＲ（ Boiling Water Reactor：沸騰水型原子炉）  

プラントの安全性と信頼性をさらに向上させるため、電力会社とプラントメー

カーとの間で情報を共有し、必要な技術的検討を行う新たな枠組みとして平成

18 年４月 24 日発足。東北電力株式会社、東京電力株式会社、中部電力株式会社、

北陸電力株式会社、中国電力株式会社、日本原子力発電株式会社、電源開発株

式会社、株式会社東芝、日立 GE ニュークリア・エナジー株式会社の９社で構成

する。  

具体的には、協議会の全体方針を決定する「ステアリング会議」の下にワー

キンググループを設置し、トラブル情報の共有や水平展開方針、安全性や信頼

性に係わるＢＷＲの共通課題について検討などを行う。 

 

 



 

柏崎刈羽原子力発電所７号機における 

漏えい燃料集合体の確認について 

 

平成 21 年 10 月６日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当社は、漏えい燃料が確認された当所７号機について、出力抑制法＊１により

慎重に運転を継続し、知見の拡充のための運転・監視データの採取・蓄積を行

ってまいりましたが、新潟県中越沖地震後初めて起動したプラントであること

等を総合的に勘案し、通常の定期検査時期を待たずに、漏えい燃料の特定と一

部の燃料の取り替えを行うこととし、平成 21 年９月 26 日に原子炉を停止いた

しました。          （平成 21 年９月 24 日、29 日お知らせ済み） 

      

本日より、原子炉内に装荷されている燃料のシッピング検査＊２を開始いたし

ましたが、漏えい燃料集合体１体を確認いたしましたのでお知らせいたします。 

 

確認された漏えい燃料集合体については、今後、使用済燃料プールに移動さ

せ、水中カメラによる外観検査や超音波検査による漏えい燃料棒の特定、ファ

イバースコープによる詳細点検を実施して、漏えいの原因を調査いたします。 

また、残りの燃料集合体については、引き続きシッピング検査を実施し、原

子炉内に装荷されている全ての燃料集合体を確認するとともに、信頼性を向上

する観点から、漏えい燃料集合体ならびに異物フィルタなしの燃料集合体など計

100 体を、異物フィルタ付きの新燃料＊３に取り替える予定です。 

 

なお、漏えい燃料集合体に関する調査結果については、全ての検査が終了し

調査結果をとりまとめた後、国ならびに地元自治体へご報告してまいります。 

 

当社といたしましては、災害に強い発電所づくりに向けた取り組みを進め、

安全安心の更なる向上を図るとともに、プラントの点検・評価、復旧作業に努

め、これまで同様、これらの取り組みについて、地域や社会の皆さまに丁寧に

ご説明してまいります。 

 

以 上 

 

 



＊１ 出力抑制法 

プラントの運転中に漏えい燃料が発生した場合、プラントの出力を抑制した状態で

制御棒を操作し、その際の高感度オフガスモニタの値を把握することで、漏えい燃料

が装荷されている範囲を特定できる。また、特定された漏えい燃料周辺の制御棒を挿

入して出力を抑制したうえで、定格出力で安定した運転を継続することが可能で、過

去にも出力抑制法を用いて運転を継続した実績が多数ある。 

 

＊２ シッピング調査 

    原子炉内に燃料が装荷された状態で燃料を数ｍ引き上げ、当該燃料に加わる水圧を

下げることにより、当該燃料から放出される気体状の放射性物質の濃度を測定し、漏

えい燃料を特定する検査。 

 

＊３ 異物フィルタ付きの新燃料 

    燃料への異物の影響を更に低減するため、燃料の下部にフィルタ機能を持たせた燃

料。 
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柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［発電機出力約 20％の状態における評価について］ 

 

平成 21 年９月２日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所６号機（改良型沸騰水型、定格出力 135 万６千キロワッ

ト）は、平成 19 年７月 16 日に発生した中越沖地震の影響により停止しておりました

が、平成 21 年８月 25 日よりプラント全体の機能試験を開始し、計画的に試験を進め

ております。 

 

その後、８月 31 日に発電を開始して発電機出力を定格出力の約 20％に保持し、本

日午後１時 30 分までに、計画した試験を実施し、試験結果について問題がないこと

を確認いたしました（試験項目および結果の概要については、添付資料を参照）。 

 

今後、これまでの試験結果を踏まえ、発電機出力を定格出力の約 50％まで上昇させ、

計画した試験を慎重に進めてまいります（試験予定の概要については、添付資料を参

照）。 

 

なお、機能試験の評価結果については、随時、お知らせしてまいります。 
  

以 上 

 
○添付資料 

別紙：柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試

験に係る進捗状況（平成 21 年９月２日） 



 
 

 

柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［発電機出力約 50％の状態における評価について］ 

 

平成 21 年９月４日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所６号機（改良型沸騰水型、定格出力 135 万６千キ

ロワット）は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響により

停止しておりましたが、平成 21 年８月 25 日よりプラント全体の機能試験を開

始し、計画的に試験を進めております。 

 

その後、８月31日に発電を開始して発電機出力を定格出力の約50％に保持し、

本日午前９時までに、計画した試験を実施し、試験結果について問題がないこ

とを確認いたしました（試験項目および結果の概要については、添付資料を参

照）。 

 

今後、これまでの試験結果を踏まえ、発電機出力を定格出力の約 75％まで上

昇させ、計画した試験を慎重に進めてまいります（試験予定の概要については、

添付資料を参照）。 

 

なお、機能試験の評価結果については、随時、お知らせしてまいります。 

 

以 上 

 

○添付資料 

別紙：柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の

機能試験に係る進捗状況（平成 21 年９月４日） 

 



 
 

 

柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［発電機出力約 75％の状態における評価について］ 

 

平成 21 年９月６日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所６号機（改良型沸騰水型、定格出力 135 万６千キ

ロワット）は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響により

停止しておりましたが、平成 21 年８月 25 日よりプラント全体の機能試験を開

始し、計画的に試験を進めております。 

 

その後、８月31日に発電を開始して発電機出力を定格出力の約75％に保持し、

本日午前 10 時 30 分までに、計画した試験を実施し、試験結果について問題が

ないことを確認いたしました（試験項目および結果の概要については、添付資

料を参照）。 

 

今後、これまでの試験結果を踏まえ、発電機出力を約 100％まで上昇させ、計

画した試験を慎重に進めてまいります（試験予定の概要については、添付資料

を参照）。 

 

なお、機能試験の評価結果につきましては、随時、お知らせしてまいります。 

 

以 上 

 

○添付資料 

別紙：柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の

機能試験に係る進捗状況（平成 21 年９月６日） 

 



 
 

柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［発電機出力 100％の状態における評価について］ 

 

平成 21 年９月 10 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所６号機（改良型沸騰水型、定格出力 135 万６千キ

ロワット）は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響により

停止しておりましたが、平成 21 年８月 25 日よりプラント全体の機能試験を開

始し、計画的に試験を進めております。 

 

その後、８月 31 日に発電を開始しており、本日午前 10 時 35 分に発電機出力

が定格出力の 100％に到達し、本日午後４時までに発電機出力 100％での運転状

態を確認し、問題がないと評価いたしました。 

 

今後、出力上昇操作を行い、定格熱出力一定運転＊として、計画した試験を慎

重に進めてまいります。なお、今回の定格熱出力一定運転での発電機出力は 140

万キロワット程度になる見込みです。 

 

なお、機能試験の評価結果につきましては、随時、お知らせしてまいります。 

 

以 上 

 

○添付資料 

別紙：柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の

機能試験に係る進捗状況（平成 21 年９月 10 日） 

 

 

＊ 定格熱出力一定運転 

原子炉で発生する熱（原子炉熱出力）を一定（定格値）に保ったまま運転する方法。 

当社柏崎刈羽原子力発電所においては、平成 14 年以降、全ての号機について定格熱

出力一定運転に伴う発電設備の健全性評価の妥当性について経済産業省原子力安全・

保安院の確認を受けており、定格熱出力一定運転を行っている（６号機については平

成 15 年７月４日より定格熱出力一定運転を実施）。 

 



 
 

柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［定格熱出力到達後の評価について］ 

 

平成 21 年９月 14 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所６号機（改良型沸騰水型、定格出力 135 万６千キ

ロワット）は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響により

停止しておりましたが、平成 21 年８月 25 日よりプラント全体の機能試験を開

始し、計画的に試験を進めております。 

 

その後、８月 31 日に発電を開始して定格熱出力一定運転を行っており、本日

午後２時までに、計画した試験を実施し、試験結果について問題がないことを

確認いたしました。（試験項目および結果の概要については、添付資料を参照）。 

 

これまでの試験結果を踏まえ、定格熱出力一定運転を継続し、計画した試験

を慎重に進めてまいります（試験予定の概要については、添付資料を参照）。 

 

なお、機能試験の評価結果につきましては、随時、お知らせしてまいります。 

 

以 上 

 

○添付資料 

 別紙：柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の

機能試験に係る進捗状況（平成 21 年９月 14 日） 

 



 
 

柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［系統機能試験終了後の評価について］ 

 

平成 21 年９月 24 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所６号機（改良型沸騰水型、定格出力 135 万６千キ

ロワット）は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響により

停止しておりましたが、平成 21 年８月 25 日よりプラント全体の機能試験を開

始し、計画的に試験を進めております。 

 

その後、８月 31 日に発電を開始して定格熱出力一定運転を行っており、９月

18 日までに、計画した系統機能試験（３項目）を実施し、試験結果について問

題がないことを確認いたしました（試験項目および結果の概要については、添

付資料を参照）。 

 

これまでの試験結果を踏まえ、今後も定格熱出力一定運転においてプラント

の運転状態を継続的に監視し、最終的にプラント全体の機能試験の結果を評価

してまいります。 

 

なお、評価結果につきましては、とりまとまり次第、お知らせしてまいりま

す。 

 

以 上 

 

○添付資料 

別紙：柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の

機能試験に係る進捗状況（平成 21 年９月 24 日） 

 



 
 

柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の 

プラント全体の機能試験の進捗状況について 

［最終評価について］ 

 

平成 21 年９月 28 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所６号機（改良型沸騰水型、定格出力 135 万６千キ

ロワット）は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震の影響により

停止しておりましたが、平成 21 年８月 25 日よりプラント全体の機能試験を開

始し、計画的に試験を進めてまいりました。 

 

その後、８月 31 日に発電を開始して、９月 10 日より定格熱出力一定運転を

行い、プラントの運転状態を継続的に監視しておりましたが、本日までに、最

終的にプラント全体の機能試験の評価結果について問題がないことを確認いた

しました（評価結果の概要については、添付資料を参照）。 

 

今後、これまでの各段階における評価結果をとりまとめ、同発電所６号機に

関するプラント全体の機能試験・評価報告書を経済産業省原子力安全・保安院

に提出いたします。 

 

以 上 

 

○別添資料 

 別紙：柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後のプラント全体の

機能試験に係る進捗状況（平成 21 年９月 28 日） 

 



1

発電機出力
約20%

発電機出力
約75%

発電機出力
約50%

定格熱出力一定運転

タービン系主要
ポンプ全数起動

復水器
真空上昇

制御棒引抜
開始～臨界

原子炉圧力
7.0MPa

原子炉圧力
3.5MPa

：復水器真空度
：原子炉圧力　　
：タービン回転速度
：発電機出力　　

（注）本起動曲線は概要であり、実際の起動
　　　曲線とはそぐわない箇所もあります。

凡例

評価
発電機出力

75%時
評価

（最終評価）評価
（定格熱出力時）

評価
発電機出力

50%時

評価
（制御棒引抜前）

評価
原子炉格納容器

内の点検 (7.0MPa)

評価
（仮並列後）

① ②-1 ③-1
評価

原子炉格納容器
内の点検 (3.5MPa)

評価
発電機出力

20%時

④-1 ⑤-1 ⑥

評価
（主ﾀｰﾋﾞﾝ起動後）

②-2 ③-2 ④-2 ⑤-2

柏崎刈羽原子力発電所６号機　新潟県中越沖地震後のプラント全体の機能試験に係る進捗状況

最終の
健全性評価

定格熱出力
一定運転時の
点検・試験

定格熱出力時の
点検・試験

発電機出力
100%時の
点検・試験

発電機出力
75％時の
点検・試験

発電機出力
50％時の
点検・試験

発電機出力
20％時の
点検・試験

主タービン、主発
電機の起動時の

点検・試験

原子炉昇圧時
（約3.5MPa、

約7.0MPa）の点検

真空上昇時
の点検

⑤-3【定格熱出力
到達後の評価】
原子炉の出力を上昇
させ、定格熱出力に
おいて、プラントが
健全であることを確
認する。

○プラント運転
　パラメータ採取
○蒸気系配管・機器
　漏えい確認
◎配管振動確認
○巡視点検

⑦ 平成21年９月28日
評価：良評価結果

◆プラント運転
　パラメータ
　採取
◆主復水器イン
　リーク検査

○プラント運転
　パラメータ採取
○巡視点検

○原子炉隔離時
　冷却系機能試験
○気体廃棄物処理系
　機能試験
◎蒸気ﾀｰﾋﾞﾝ性能試験
（その１）

○プラント運転
　パラメータ採取

○プラント運転
　パラメータ採取
◎配管振動確認
○巡視点検

○プラント運転
　パラメータ採取
○蒸気系配管・機器
　漏えい確認
◎配管振動確認

○プラント運転
　パラメータ採取
○蒸気系配管・機器
　漏えい確認
◎配管振動確認
○蒸気タービン性能
　試験（その２）

○プラント運転
　パラメータ採取
○主タービン運転
　状態確認
○主発電機総合機能検査
○主変圧器、所内変圧器
　の作動状態の確認

○プラント運転
　パラメータ採取
○原子炉格納容器内
　の点検
○蒸気系・給水系配管・
　機器漏えい確認
◎配管熱膨張の影響確認
◎配管振動確認
◆原子炉隔離時冷却系
　設備点検

主な試験・
確認項目＊

③-2【主発電機仮並列後
の評価】
主発電機を系統に仮並列
した後、原子炉出力を上
昇させて、発電機出力 約
20%において主発電機・
主変圧器等の健全性を確
認する。

②-2【原子炉昇圧（約
7.0MPa）後の評価】
原子炉圧力 定格圧力約
7.0MPaにおいて、原子
炉格納容器内の機器・配
管等が健全であることを
確認する。

⑤-2【発電機出力
100%到達後の評価】
原子炉の出力を上昇
させ、発電機出力
100%において、プ
ラントが健全である
ことを確認する。

④-2【発電機出力約
50%到達後の評価】
原子炉の出力を上昇さ
せ、発電機出力 約50%
において、プラントが
健全であることを確認
する。

⑦【最終評価】
プラントの運転状態
を継続的に監視する
ことで、プラント運
転状態が安定してお
り健全であることを
確認する。また、最
終的にプラント全体
の機能試験の結果を
評価する。

⑥【系統機能試験
完了】
定格熱出力一定運転
状態において３項目
の系統機能試験を行
い、系統機能が健全
であることを確認す
る。

⑤-1【発電機出力約75%
到達後の評価】
原子炉の出力を上昇させ、
発電機出力 約75%にお
いて、プラントが健全で
あることを確認する。

④-1【発電機出力約
20%到達後の評価】
主発電機を系統に本並
列した後、発電機出力
約20%において、プ
ラントが健全であるこ
とを確認する。

③-1【主タービン起動後
の評価】
原子炉からの蒸気を主タ
ービンに供給し、無負荷
での主タービンの運転状
態が健全であることを確
認する。

②-1【原子炉昇圧（約
3.5MPa）後の評価】
原子炉圧力 約3.5MPaに
おいて、初めて入熱する
ことで状態が変化する原
子炉格納容器内の機器・
配管等が健全であること
を確認する。

①【復水器真空度
上昇後の評価】
制御棒引抜前にお
いて、機器（主復
水器等）が健全で
あることを確認す
る。

主な評価
内容

ホールド
ポイント

平成21年９月28日
東京電力株式会社

別　紙

◎：地震後の健全性確認のため、特別に実施する項目
○：地震後の健全性確認のため、内容・範囲等を追加した項目
◆：通常のプラント起動時にも実施している項目

： 前回お知らせ（平成21年９月24日）からの進捗箇所

評価
発電機出力
100%時

⑦

⑤-3

① ② ③ ④-1 ④-2 ⑤-1 ⑤-2 ⑤-3 ⑥ ⑦

主タービン起動

タービン
回転速度

1500rpm

プ
ラ
ン
ト
の
起
動
曲
線

プ
ラ
ン
ト
の
起
動
曲
線

復水器
真空度

平成21年９月28日
16時現在

① 平成21年８月26日
評価：良

②-1 平成21年８月28日
評価：良

②-2 平成21年８月29日
評価：良

発電機
仮並列

③-1 平成21年８月30日
評価：良

発電機
本並列

③-2 平成21年８月31日
評価：良

④-1 平成21年９月２日
評価：良

④-2 平成21年９月４日
評価：良

⑤-1 平成21年９月６日
評価：良

⑤-2 平成21年９月10日
評価：良

⑤-3 平成21年９月14日
評価：良

⑥ 平成21年９月18日
評価：良※

※： 各試験については、個別に９月18日までに評価を行った。＊ 凡例



評価結果　⑦ 最終評価
平成21年９月28日　評価完了：良

＜ 主な評価内容 ＞
プラントの運転状態を継続的に監視することで、プラント運転状態が安定しており
健全であることを確認する。また、最終的にプラント全体の機能試験の結果を評価する。

＜ 主な試験・確認項目 ＞
プラント運転パラメータ採取、巡視点検 等

2

海

原子炉
圧力容器

炉心

原子炉
格納容器

高圧
タービン

主排気筒

主変圧器
湿分分離
加熱器

蒸気

蒸気加減弁

給水ポンプ

主発電機

制御棒
インターナル

ポンプ

海水

給水

希ガスホールド
アップ塔

低圧タービン

主復水器

循環水ポンプ

タービン
バイパス弁

圧力抑制
プール

原子炉隔離時
冷却系ポンプ 復水貯蔵槽

【プラント確認試験】
プラント運転

パラメータ採取

【プラント確認試験】
巡視点検

発電機出力
140万kＷ程度



 

柏崎刈羽原子力発電所６号機に関する新潟県中越沖地震後の 
設備健全性に係るプラント全体の機能試験・評価報告書の 

経済産業省原子力安全・保安院への提出について 

 

平成 21 年 10 月１日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 
 当社は、平成 19 年７月 16 日に発生した新潟県中越沖地震を踏まえ、平成 19

年 11 月９日に経済産業省原子力安全・保安院より受領した指示文書 にもとづ

き、柏崎刈羽原子力発電所

＊

各号機ごとの設備健全性に係る点検・評価を実施して

おります。 

このうち、同発電所の６号機に関するプラント全体の機能試験・評価につい

ては、平成 21 年６月 23 日に原子力安全・保安院に計画書を提出し、８月 25 日

より試験・評価を実施しておりましたが、９月 28 日に最終的な評価結果につい

て問題がないことを確認したことから、これまでの各段階における評価結果を

報告書としてとりまとめ、本日、同院に提出いたしましたのでお知らせいたし

ます。 

  

 今後、国の審議結果や地元自治体のご意向などを踏まえながら、総合負荷性

能検査に向け、安全・安定運転を継続してまいります。 
 

以 上 

 

○別添資料 

 ・柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係るプ

ラント全体の機能試験・評価報告書の概要について 

 

 

＊ 経済産業省原子力安全・保安院からの指示文書（平成 19 年 11 月９日） 

   「新潟県中越沖地震を受けた柏崎刈羽原子力発電所の設備の健全性に係る点検・

評価計画について」 

柏崎刈羽原子力発電所第１号機から第７号機について、号機ごとに「点検・評

価に関する計画書」を作成するとともに、個別号機ごとの計画が作成され次第、

順次原子力安全・保安院へ提出する。 

 



 

（参考）各号機の設備健全性に係る点検・評価の状況 

 

号機 状 況 

１号機 
・設備の点検・評価計画書を、平成 20 年２月６日に提出。 

・現在、機器レベルの点検・評価を実施中。 

２号機 
・設備の点検・評価計画書を、平成 20 年５月 16 日に提出。 

・現在、機器レベルの点検・評価を実施中。 

３号機 
・設備の点検・評価計画書を、平成 20 年４月 14 日に提出。 

・現在、機器レベルの点検・評価を実施中。 

４号機 
・設備の点検・評価計画書を、平成 20 年５月 16 日に提出。 

・現在、機器レベルの点検・評価を実施中。 

５号機 

・設備の点検・評価計画書を、平成 20 年３月７日に提出し、平成 20 年

４月 14 日に改訂１に更新。 

・現在、機器レベルの点検・評価を実施中。 

６号機 

・設備の点検・評価計画書を、平成 20 年３月７日に提出し、平成 20 年

11 月５日に改訂１に更新。 

・設備健全性に係る点検・評価報告書（機器レベルの点検結果および系統

機能試験の評価結果）を平成 21 年６月 23 日に提出。 

・プラント全体の機能試験・評価計画書を平成 21 年６月 23 日に提出。 

・プラント全体の機能試験・評価報告書を平成 21 年 10 月１日に提出。 

７号機 

・設備の点検・評価計画書を、平成 19 年 11 月 27 日に提出し、平成 20 年

９月 26 日に改訂５に更新。 
・設備健全性に係る点検・評価報告書（機器レベルの点検結果および系統

機能試験の評価結果）を平成 21 年２月 12 日に提出。 

・プラント全体の機能試験・評価計画書を平成 21 年２月 12 日に提出。 

・プラント全体の機能試験・評価報告書を平成 21 年６月 23 日に提出。 

 



 
1 

柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る 

プラント全体の機能試験・評価報告書の概要について 

 

平成 21 年 10 月１日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

１．報告書の位置付け 

当社はこれまで、「新潟県中越沖地震を受けた柏崎刈羽原子力発電所の設備の健全性に係る点検・評

価計画について（経済産業省 平成 19・11・06 原院第２号 平成 19 年 11 月９日）」を受け、新潟県中

越沖地震後に実施する特別な保全として、「柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の設

備健全性に係る点検・評価計画書」（以下、「起動前の点検・評価計画書」という）および「柏崎刈羽

原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の設備健全性に係るプラント全体の機能試験・評価計画

書」（以下、「プラント全体の機能試験・評価計画書」という）を計画し、設備健全性を確認してきた。

このうち、起動前の点検・評価計画書の対象となる設備については、原子炉の蒸気発生前までに健全

性を確認し、評価結果については、「柏崎刈羽原子力発電所６号機 新潟県中越沖地震後の設備健全

性に係る点検・評価報告書（平成 21 年６月 23 日）」にまとめている。 

本報告書は、プラント全体の機能試験・評価計画書に基づき、原子炉の蒸気を発生することが可能

となった時期以降に行う点検、試験が終了し、設備健全性の評価を実施したことから、これらの結果

についてとりまとめたものであり、本日（10 月１日）原子力安全・保安院に提出した。 

 

２．プラント全体の機能試験結果の概要 

プラント全体の機能試験は、復水器真空上昇操作を開始した平成 21 年８月 25 日 22 時 00 分から、

定格熱出力運転となりプラントが安定していることを確認した平成 21年９月 28日 15 時 43 分の期間

において、プラント全体の機能試験・評価計画書に基づき、「プラント起動時の設備点検」、「プラン

ト起動時の系統機能試験」、「プラント確認試験」を実施し、地震による設備への影響はなく、今後の

安定運転を阻害するような設備の異常がないことを確認した。 

プラント全体の機能試験では、ホールドポイント毎に評価会議を実施し、プラントの状況の確認な

らびに、設備の不適合事象等の内容、対応状況について審議を実施し、次ステップへの移行の判断を

行った。 

なお、プラント全体の機能試験で確認された不適合事象は、設備に関連しない不適合事象を含め、

41 件の事象が確認されたが、いずれも原子炉の安全性に影響を与えるような重大な不適合はなく、ま

た、地震の影響によるものではないことを確認した。 

 

３．プラント全体の機能試験の評価結果 

(1)プラント起動時の設備点検 

 プラント起動時の設備点検は、原子炉の蒸気が通気されることによって、作動確認および漏えい確

認等が可能となる設備を対象として、特に蒸気の通気、入熱および通電等の要求機能に着目し、地震

の影響による損傷形態を整理の上、その損傷形態に応じた点検方法を以下のとおり選定して実施した。 
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① 主タービン、原子炉隔離時冷却系ポンプ、タービン駆動原子炉給水ポンプ等の蒸気駆動の設備

における作動試験 

② 発電機、変圧器等の系統並列により通電される設備の機能確認 

③ 主蒸気系配管等、蒸気により系統加圧される設備の漏えい確認 

④ 入熱により熱移動等の影響を受ける支持構造物の目視点検 

その結果、いずれも異常は確認されず、設備の健全性が確保されているものと評価した。 

 

(2)プラント起動時の系統機能試験 

プラント起動時の系統機能試験では、「原子炉隔離時冷却系機能試験」、「気体廃棄物処理系機能試

験」、「蒸気タービン性能試験（その１）」、「蒸気タービン性能試験（その２）」の全４項目の試験を実

施し、すべての試験において判定基準を満足しており、発電用原子力設備に関する技術基準を定める

省令に適合していることを確認した。また、地震の影響を特に注意する観点から、地震前の試験結果

との比較等を行った結果、流量、温度、その他パラメータに地震の影響を示す兆候は確認されず、地

震による系統機能への影響はないものと評価した。 

 

(3)プラント確認試験 

プラント確認試験では、プラント起動時における各段階で、状態監視を基本とした以下の点検を計

画し、評価を行った。 

① パラメータ採取による状態監視 

② 現場における状態監視（動的機器、静的機器） 

③ 起動前の点検・評価計画書に基づく点検において異常が確認された設備に対する状態監視 

パラメータ採取による状態監視では、プラントの主要パラメータの確認、漏えいを検知するための

放射線モニタ等の確認を行い、今後の安定運転を阻害するような異常なパラメータがないことを確認

した。また、地震の影響を確認する観点から、過去の運転データとの比較評価を実施した結果、一部

のパラメータで相違するものも確認されたが、海水温度など環境条件の相違等の理由によるものであ

り、地震影響を示す兆候はないものと評価した。なお、パラメータ採取による状態監視において、主

蒸気逃がし安全弁の排気管の温度が上昇する不適合事象が確認されたが、その後正常な状態に復帰し

ており、異常のないことを確認した。 

さらに、採取されたパラメータをもとに、前回起動時とのプラント熱効率の比較を行った結果、差

異は殆ど認められず、地震による性能への影響はないものと評価した。なお、ヒートバランスについ

ても影響がないことを確認した。 

現場における状態監視においては、動的機器における油のにじみやフランジ部からの微少な漏えい

等のこれまでの通常の保全活動によっても確認されるような不適合事象が見受けられたものの、今後

の安定運転を阻害するような事象は確認されなかった。 

また、主要ポンプにおける振動診断の結果から、地震前後およびプラント起動過程において、振動

の傾向に大きな変化は見られず、主要ポンプの運転状態が安定していることを確認した。 

なお、プラント全体の機能試験に合わせ、プラント停止時に耐震強化工事を実施した箇所について、

プラント起動にともなう入熱による影響の有無を確認した結果、配管の熱移動により、配管保温材と
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配管支持構造物との接触が生じていることが確認されたが、プラントの運転に影響を与えるものでは

なく、保温材の形状を調整することにより接触のない状態とした。 

起動前点検において異常が確認された設備に対する状態監視では、地震を起因として異常が確認さ

れた設備について、プラント運転状態での確認を行い、異常のないことを確認した。 

これらの結果から、プラント運転継続について問題ないものと評価した。 

 

４．評価のまとめ 

柏崎刈羽原子力発電所６号機は、本地震後の設備健全性評価として、起動前の点検・評価によって

プラント停止時における設備健全性評価を行い、その後のプラント起動において、プラント全体の機

能試験・評価を実施してきた。 

プラント全体の機能試験・評価の計画にあたっては、先行号機である柏崎刈羽原子力発電所７号機

と同様な手法により、プラント全体の機能試験・評価を実施するよう計画するとともに、プラント起

動に際しては、７号機におけるプラント全体の機能試験・評価における知見や経験を適切に反映する

ことにより、想定される不適合事象の発生を防止するよう努めた。 

プラント全体の機能試験・評価では、起動前の点検・評価で実施された設備点検および系統機能試

験に加えて、プラント全体の運転状態の確認として、プラントのパラメータ採取による状態監視を行

うなど、起動前の点検・評価で確認することができなかった健全性評価を行い、その結果、地震によ

る設備への影響はなく、プラントの安定運転を阻害するような事象は確認されなかったことから、今

後の継続運転に対して問題ないものと評価した。 

なお、プラント全体の機能試験・評価において確認された不適合事象は、全て地震の影響によるも

のではなく、また、先行号機である７号機における不適合事象の知見を適切に反映したことにより、

７号機において水平展開が必要と判断した不適合と同一の事象は確認されなかった。これは、起動前

に実施した点検方法が有効であるとともに、先行号機である７号機の知見や経験が適切に反映されて

いることを示すものである。 

今回実施したプラント全体の機能試験・評価は、プラントの運転状態が安定するまでの期間におけ

る健全性評価であり、７号機と同様に、６号機においても、今後の運転中における保全活動や定期検

査での保全活動を通じて継続的に健全性評価を行っていくことが重要であるため、今後の保全計画に

おいて確認する項目を定めて確実に実施していくとともに、中・長期的な保全活動として定期安全レ

ビューや高経年技術評価において、今回の地震を踏まえた評価を実施していくことによって、プラン

トの安全をより確実なものとしていく。 

 

 

以 上 

 



 

（お知らせ） 

 

柏崎刈羽原子力発電所２号機における 

原子炉再循環系配管等の 点検状況 について 

 

平 成 21 年 ９ 月 ３ 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当所２号機（沸騰水型、定格出力 110 万キロワット）は、第 12

回定期検査中ですが、応力腐食割れ対策 ＊ １ を実施する予定の原子

炉再循環系配管等の 68 継手について、施工前の検査として超音波

探傷試験 ＊ ２ を行っております。 

 

本日までに 68 継手の検査を実施した結果、１継手（１箇所）に

長さ約 12ｍｍ、深さ約 2.9ｍｍのひびが確認されました。 

このひびは応力腐食割れによるものと考えられ、今後、ひびが確

認された同配管の継手については、健全性評価制度 ＊ ３ に基づいて

評価いたします。 

 

以 上  
 

○添付資料 

  柏崎刈羽原子力発電所２号機原子炉再循環系配管等点検状況 

 

＊１ 応力腐食割れ対策 

原子炉再循環系配管等の応力腐食割れ対策として、配管溶接時

の熱の影響により配管内部に残る応力（引張る力）を高周波誘導

加熱という方法により、配管内面を冷却しながら外面を加熱し改

善する。 

 

＊２  超音波探傷試験 

    材料の欠陥を検出するための検査であり、欠陥の有無により超

音波の反射の仕方が違うことを利用した検査。45°斜角探傷法等

による基本探傷を実施し、必要に応じ以下の手法を用いた検査を

行うこととしている。なお、当該継手については、以下の全ての

検査を実施している。 

・２次クリーピング波法 

超音波が表面近くを這う性質を利用して、配管内面の開口部

を検出する手法。 

 

 



 

 

・縦波端部エコー法 

ひびの深さ測定を行う目的で行う検査方法で、ひびの開口部

からのエコーとひび先端からのエコーを測定し、その距離の差

によりひびの深さを測定する手法。 

・フェーズドアレイ法 

判断が困難な指示エコーが、ひびであるかどうかを判断する、

または、ひびと判断されたものについて深さ測定を行う目的で行

う検査方法で、多数の探触子を配列し、電子的に走査することで

探傷する方法（探傷断面が可視化できる）。 

 

＊３  健全性評価制度 

   原 子 力 発 電 設 備 の 炉 心 シ ュ ラ ウ ド や 原 子 炉 再 循 環 系 配 管 等 の

主要な機器にひび等が確認された場合に、その設備の構造健全性

を評価するためのルールで、一定期間後のひび等の進展予測と構

造 強 度 に つ い て 定 量 的 に 評 価 す る 仕 組 み 等 を 具 体 的 に 規 定 し て

いる。 

平成 16 年９月から、低炭素ステンレス鋼の原子炉再循環系配

管等にひび等が確認された場合でも、上記の健全性評価を行い、

健全性が確認されれば継続使用が可能となった。なお、健全性評

価にあたっては、測定したひびの形状をもとに、運転中にかかる

荷重を考慮して疲労や応力腐食割れによるひびの進展予測を行

い、さらに、地震時の荷重などによる強度も考慮した配管健全性

の確保について評価している。 



 
添 付 資 料  

 
柏崎刈羽原子力発電所２号機原子炉再循環系配管等点検状況  
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（お知らせ） 

 

柏崎刈羽原子力発電所屋外建設機械からの発火に関する原因と対策について 

 

平 成 21 年 ９ 月 ９ 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

平成 21 年８月 31 日午前９時２分頃、荒浜側放水口付近（屋外）において、作業中の

屋外建設機械（地盤改良機）から発火したことから、協力企業作業員がただちに消火器

により消火を行うとともに消防署へ通報いたしました。 

 その後、午前９時 30 分に消防により鎮火が確認されました。 

なお、本事象による負傷者および外部への放射能の影響はありません。 

（平成 21 年８月 31 日お知らせ済み） 

 

 本日までに、原因調査の結果と再発防止対策がとりまとまりましたので、以下のとお

りお知らせいたします。 

 

１．発火の原因 

調査の結果、発火した原因を以下のとおり推定いたしました。 

・８月 29 日の作業終了時において、協力企業作業員が、地盤改良機のコントロール

ボックス＊１を、雨に濡れるのを防ぐために、地盤改良機のエンジンユニット内にあ

るバッテリーの上に収納した。 

・８月 31 日の作業開始時において、当該コントロールボックスをバッテリーの上に

置いた状態で地盤改良機を移動させたため、バッテリーのプラス側の端子とコント

ロールボックスが接触して導通し、コントロールボックスと燃料ホース＊２の間でス

パーク（火花）が発生して燃料ホースが溶け、燃料ホースから軽油（燃料）が漏出

し、発火した。 

 
２．今回の発火への対策 
  今回の発火に対して、当社ならびに協力企業において以下の対策を実施いたします。 

・当社は、協力企業に対して、火災発生のリスクを伴う工事用機械に関する、作業前

点検チェックシートに安全上・火災防止上の重要なポイントをチェック項目として

追加して、そのチェックシートに基づいて点検することを要求し、その実施状況を

確認します。 
・ 協力企業は、火災発生のリスクを伴う工事用機械を使用する作業員に対し、取扱説

明書等に基づき、安全上・火災防止上の重要なポイントについて必要な教育を実施

します。 



・ 今回の事象を教訓として、作業開始前の安全確認において、火気作業および危険物

取扱作業ではない場合でも、「火災」をキーワードの一つとして取り上げ、複数の

目でチェックを行い、防火対策の有効性を向上させるよう取り組んでまいります。 
 
当社は、今回の事象を受けて、バッテリーの上に物を置いた時に短絡火災の危険性

があることを作業員に認識させるよう、協力企業各社に対し周知徹底を行いました。 
また、当社ならびに協力企業各社は、工事用機械について機械の内部に異物がない

か、周囲に可燃物がないか等を確認する総点検を９月３日に実施し、使用に際して問

題のないことを確認いたしました。 
 

当社といたしましては、今後も引き続き、協力企業各社の現場パトロールなどにお

いて、作業前点検が確実になされていることを確認してまいります。 

 

 

＊１ 地盤改良機のコントロールボックス 

金属製の箱で、地盤改良作業を行う際に運転席脇の所定のケーブルに接続し、地上で作

業状況を確認しながら操作を行うもの。 

 

＊２ 燃料ホース 

エンジンに軽油（燃料）を供給する、または余剰の燃料を燃料タンクに戻すゴム製の筒

で、筒の外側はメッシュ状の金属に覆われている。 

 

 

以 上 

 
 



添付資料１ 

 

向 

 ６
 

１ ２ 
 

発生場所 
（荒浜側放水口付近）
Ｋ
  Ｋ

Ｋ３
 Ｋ４
地盤改

展望台 

火災発生場所 
Ｋ７
良機
Ｋ 
 

Ｋ５ 
写真撮影方



添付資料２ 

 
 
 
 
 
 

 

ロッド建込部 
エンジンユニット
 

移動時運転席
エンジン・バッテリー部

（焼損部） 
 
地盤改良機（外観）



添付資料３ 
発 火  原  因  推  定  図 

 

 

③スパーク、燃料ホース溶融

  燃料（軽油）が漏出、発火 

バッテリー 

①コントロールボックスを

  バッテリーの上に収納 
      （８月 29 日）

②バッテリー端子とコントロール 
  ボックスが接触、導通 

端子カバー 

燃料ホース 

エンジン側へ 

→ 燃料タンク側
 

鉄製ワイヤー 

直径９mm 
ゴムホース

○―  

軽油が漏出 

コントロールボックス 

概 念 図 

○＋  
○―  

燃料ホース概念図 
（断面図） 

軽油が燃焼 
コントロールボックス 

燃料度合いが強い 

コントロールボックス 
へ 
  
○＋

↑ 
 



 

新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：９月３日） 

平成 21 年９月３日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況 

および不適合についてお知らせいたします。 

 

主な点検・復旧状況 

○平成 21 年８月 28 日から９月３日までに点検および復旧を完了したもの 

・２号機 原子炉再循環系配管予防保全対策（超音波探傷試験）：９月３日完了 

・５号機 耐震強化関連（原子炉建屋天井クレーン強化工事）：８月 28 日完了 

・６号機 プラント全体の機能試験（原子炉昇圧時（約 3.5MPa）点検）：８月 28日完了 

・６号機 プラント全体の機能試験（原子炉昇圧時（約 7.0MPa）点検）：８月 29日完了 

・６号機 プラント全体の機能試験（主タービン起動後の点検）：８月 30 日完了 

・６号機 プラント全体の機能試験（主発電機仮並列後の点検）：８月 31 日完了 

・６号機 プラント全体の機能試験（発電機出力約 20％到達後の点検）：９月２日完了 

・変圧器防油堤現場調査・点検・復旧（４号機 復旧工事）：８月 28 日完了 

 

○平成 21 年９月４日から９月 10 日までに点検および復旧を開始するもの 

・４号機 所内変圧器点検（搬入・据付作業）：９月２日開始＊

・４号機 励磁変圧器点検（搬入・据付作業）：９月２日開始＊

＊今週追加、変更したもの 

 

○平成 21 年８月 30 日から９月 26 日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 

 



 

（参考）新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 21 年８月 27 日から９月２日までのトラブル情報の発生状況については

次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 21 年８月 27 日～９月２日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（10 件） 
Ⅲ ０件（10 件） 

 

＜平成 21 年８月 27 日～９月２日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 

○その他 

・特になし 

 

以 上 



 

新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：９月 10 日） 

平成 21 年９月 10 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況 

および不適合についてお知らせいたします。 

 

主な点検・復旧状況 

○平成 21 年９月４日から９月 10 日までに点検および復旧を完了したもの 

・４号機 耐震強化関連（原子炉建屋屋根トラス強化工事）：９月７日完了 

・６号機 プラント全体の機能試験（発電機出力約 50％到達後の点検）：９月４日完了 

・６号機 プラント全体の機能試験（発電機出力約 75％到達後の点検）：９月６日完了 

 

○平成 21 年９月 11 日から９月 17 日までに点検および復旧を開始するもの 

・４号機 耐震強化関連（原子炉建屋天井クレーン強化準備工事）：９月 14 日開始 

 

○平成 21 年９月６日から 10 月３日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 

 



 

（参考）新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 21 年９月３日から９月９日までのトラブル情報の発生状況については次

のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 21 年９月３日～９月９日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（10 件） 
Ⅲ ０件（10 件） 

 

＜平成 21 年９月３日～９月９日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 

○その他 

・不適合情報（中越沖地震関連、Ａｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄグレード、対象外） 

平成 21 年８月１日～31 日 

（平成 19 年７月 16 日～累計） 

件数 
6 件 

（3,705 件） 

※ 新潟県中越沖地震発生後、これまでに発生・審議した不適合情報について再度精査したところ、件

名が重複していたもの１件を確認いたしましたので、８月分の集計に合わせて訂正いたしました。 

 

以 上 



 

新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：９月 17 日） 

平成 21 年９月 17 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況 

および不適合についてお知らせいたします。 

 

主な点検・復旧状況 

○平成 21 年９月 11 日から９月 17 日までに点検および復旧を完了したもの 

・６号機 プラント全体の機能試験（発電機出力 100％到達後の点検）：９月 10日完了＊  

・６号機 プラント全体の機能試験（定格熱出力到達後の点検）：９月 14 日完了 

・６号機 プラント全体の機能試験（気体廃棄物処理系機能試験）：９月 15 日完了 

＊今週追加したもの 

 

○平成 21 年９月 18 日から９月 25 日までに点検および復旧を開始するもの 

・なし 

 

○平成 21 年９月 13 日から 10 月 10 日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 

 



 

（参考）新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 21 年９月 10 日から９月 16 日までのトラブル情報の発生状況については

次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 21 年９月 10 日～９月 16 日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（10 件） 
Ⅲ ０件（10 件） 

 

＜平成 21 年９月 10 日～９月 16 日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 

○その他 

・特になし 

 

以 上 



 

新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：９月 25 日） 

平成 21 年９月 25 日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況 

および不適合についてお知らせいたします。 

 

主な点検・復旧状況 

○平成 21 年９月 18 日から９月 25 日までに点検および復旧を完了したもの 

・５号機 耐震強化関連（燃料取替機強化工事）：９月 24 日完了 

・６号機 プラント全体の機能試験（原子炉隔離時冷却系機能試験）：９月 18 日完了 

・６号機 プラント全体の機能試験（蒸気タービン性能試験（その１））：９月 18 日完了 

 

○平成 21 年９月 26 日から 10 月１日までに点検および復旧を開始するもの 

・１号機 50 万Ｖ電力ケーブル点検（課電試験）：９月 29 日開始 

・４号機 タービン点検（低圧タービン（Ａ）（Ｂ）翼復旧）：９月 28 日開始 

・４号機 非常用ガス処理系配管ダクト基礎復旧工事：10 月１日開始 

・７号機 プラント計画停止：９月 25 日開始＊

＊今週追加したもの 

 

○平成 21 年９月 20 日から 10 月 17 日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 

 



 

（参考）新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 21 年９月 17 日から９月 24 日までのトラブル情報の発生状況については

次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 21 年９月 17 日～９月 24 日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（10 件） 
Ⅲ ０件（10 件） 

 

＜平成 21 年９月 17 日～９月 24 日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 

○その他 

・特になし 

 

以 上 



 

新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業の状況について 

（週報：10 月１日） 

平成 21 年 10 月１日 

東京電力株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における新潟県中越沖地震後の主な点検・復旧作業の状況 

および不適合についてお知らせいたします。 

 

主な点検・復旧状況 

○平成 21 年９月 26 日から 10 月１日までに点検および復旧を完了したもの 

・１号機 50 万Ｖ電力ケーブル点検（課電試験）：９月 29 日完了 

・６号機 プラント全体の機能試験（最終評価）：９月 28 日完了 

 

○平成 21 年 10 月２日から 10 月８日までに点検および復旧を開始するもの 

・１号機 耐震強化関連（非常用取水路 護岸取合部補強工事）：10 月５日開始 

 

○平成 21 年９月 27 日から 10 月 24 日までの主な点検・復旧作業実績・予定 

・「新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の 

主な点検・復旧作業予定（４週間工程）」・・・別紙 

 



 

（参考）新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業に係る不適合 

「新潟県中越沖地震後の点検・復旧作業における不適合等に係る当面の公表について」

にもとづく、平成 21 年９月 25 日から９月 30 日までのトラブル情報の発生状況については

次のとおりです。 

 

○トラブル情報（中越沖地震関連） 

平成 21 年９月 25 日～９月 30 日 

（平成 19 年８月 10 日～累計） 
公表区分別件数（平成 19 年８月 10 日～累計）

Ⅰ ０件（０件） 

Ⅱ ０件（０件） 件数 
０件  

（10 件） 
Ⅲ ０件（10 件） 

 

＜平成 21 年９月 25 日～９月 30 日発生分＞ 

公表区分 発見日 件名 状況 

Ⅰ － － － 

Ⅱ － － － 

Ⅲ － － － 

 

○その他 

・特になし 

 

以 上 



新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の主な点検・復旧作業予定（４週間工程）（1／2） 平成21年10月１日

 別紙

項　　　目 点検・復旧状況

１号機 タービン設備関連 タービン点検 H20/11/17より高圧・低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）詳細点検開始。

その他設備関連 主変圧器点検 ４/20より搬入・据付作業開始。

所内変圧器点検 １Ａ、１Ｂ　３/30より搬入・据付作業開始。

励磁変圧器点検 ３/30より搬入・据付作業開始。

主発電機点検 H20/２/７より点検開始。

50万V電力ケーブル点検 ６/２よりケーブル敷設作業開始。９/29課電試験完了。

主排気ダクト点検・復旧 H20/12/１より基礎部復旧開始 。H21/７/29より主排気ダクト復旧作業開始。

循環水配管点検 H20/８/６より地盤改良、掘削、配管点検開始。

配管等サポート ７/16より強化工事開始。

原子炉建屋天井クレーン ６/９より強化工事開始。

排気筒（１・２号機） ７/27より強化工事開始。

燃料取替機 １/30～10/８強化工事予定。

非常用取水路 ２/９より地盤改良工事開始。10/５より護岸取合部補強工事開始予定。

２号機 タービン設備関連 タービン点検 高圧・低圧タービン（Ａ）内部状況確認完了。

その他設備関連 所内変圧器点検 工場搬出中。

励磁変圧器点検 工場搬出中。

主発電機点検 H20/３/19より点検開始。

主排気ダクト点検・復旧 H20/８/９より復旧準備作業開始。H20/12/１より基礎部復旧開始。

３号機 タービン設備関連 タービン点検
H20/５/７より高圧・低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）詳細点検開始。
H20/６/25より低圧タービン（Ａ）（Ｂ）翼復旧開始。（地震により摩耗、接触した翼取替）

その他設備関連 主変圧器点検 ８/10より搬入・据付作業開始。

所内変圧器点検 ３Ａ、３Ｂ H20/11/18より据付作業開始。

励磁変圧器点検 H20/11/18より据付作業開始。

主発電機点検 H20/２/20より点検開始。

原子炉再循環ポンプ可変周波数電源装置入力変圧器点検 ５/27より変圧器（Ｂ）搬入・据付作業開始。６/３より変圧器（Ａ）搬入・据付作業開始。

50万V電力ケーブル点検 ７/17よりケーブル敷設作業開始。

主排気ダクト点検・復旧 １/９より基礎部復旧開始。９/３より主排気ダクト復旧作業開始。

循環水配管点検 H20/６/16より地盤改良、掘削、配管点検開始。

耐震強化関連 排気筒 ７/21より強化工事開始。

４号機 タービン設備関連 タービン点検
８/３より高圧・低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）詳細点検開始。
９/28より低圧タービン（Ａ）（Ｂ）翼復旧開始。（地震により摩耗、接触した翼取替）

その他設備関連 主変圧器点検 ８/28より搬入・据付作業開始。

所内変圧器点検 ９/２より搬入・据付作業開始。

励磁変圧器点検 ９/２より搬入・据付作業開始。

主発電機点検 H20/１/15より点検開始。

原子炉再循環ポンプ可変周波数電源装置入力変圧器点検 ６/12より搬入・据付作業開始。

主排気ダクト点検・復旧 H20/６/23より復旧準備作業開始。

非常用ガス処理系配管ダクト基礎復旧工事 10/９より復旧工事開始予定。

原子炉建屋天井クレーン ９/14より強化準備工事開始。

排気筒 ７/６より強化工事開始。

耐震強化関連

耐震強化関連

【点検・復旧状況】
◆平成21年９月27日（日）～平成21年10月24日（土）

設　備 10月18日（日）～10月24日（土）10月４日（日）～10月10日（土） 10月11日（日）～10月17日（土）９月27日（日）～10月３日（土）



新潟県中越沖地震発生による柏崎刈羽原子力発電所の主な点検・復旧作業予定（４週間工程）（2／2） 平成21年10月１日

項　　　目 点検・復旧状況

【点検・復旧状況】
◆平成21年９月27日（日）～平成21年10月24日（土）

設　備 10月18日（日）～10月24日（土）10月４日（日）～10月10日（土） 10月11日（日）～10月17日（土）９月27日（日）～10月３日（土）

５号機 タービン設備関連 タービン点検 ５/25より高圧・低圧タービン（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）詳細点検開始。

その他設備関連 主変圧器点検 ３/25より搬入・据付作業開始。

所内変圧器点検 ５Ａ、５Ｂ　４/25より搬入・据付作業開始。

励磁変圧器点検 ３/２より搬入・据付作業開始。

50万V電力ケーブル点検 ８/10よりケーブル敷設作業開始。

主排気ダクト点検・復旧 ６/８～10/10ダクト復旧作業予定。

循環水配管点検 H20/10/25より地盤改良、掘削、配管点検開始。

配管等サポート ４/28より強化工事開始。

排気筒 ６/23より強化工事開始。

燃料取替機 ９/24強化工事完了。

６号機 プラント全体の機能試験 ９/28プラント全体の機能試験最終評価完了。

プラント全体の機能試験 ６/19プラント全体の機能試験最終評価完了。

プラント計画停止 ９/26より燃料取り替えのためプラント停止中。

№２高起動変圧器点検 工場搬出中。

変圧器防油堤現場調査・点検・復旧
１号機 H20/10/４～H21/10/６復旧工事予定｡
２号機 H20/５/20より復旧準備工事開始。

所内ボイラ点検
(荒浜側） １Ａ H20/４/８～11月下旬点検予定。
    　　　　 ３Ａ 10/９より電気ボイラ用変圧器搬入予定。

荒浜側ろ過水/純水タンク復旧作業
５/26より№１純水タンク復旧工事開始。
６/１より№１ろ過水タンク復旧工事開始。

固体廃棄物貯蔵庫復旧作業 １/16よりドラム缶転倒防止対策作業開始。

事務本館・情報棟他復旧 事務本館・情報棟他復旧作業中。

使用済燃料輸送容器保管建屋強化工事 ８/24～10/22強化準備工事予定。10/23より強化工事開始予定。

免震重要棟建設 H20/10/14より建設工事着工。

荒浜側洗濯設備建屋復旧工事 １/30より復旧作業開始。

荒浜側避雷鉄塔建替工事 ６/17より建替工事開始。

大湊側避雷鉄塔建替工事 ９/３より建替工事開始。

構内外道路・法面等復旧・補強作業

構内外道路復旧作業中。
５/13より副防護本部前法面整備工事開始。
５/12より第二高町橋復旧工事開始。
10/20より第二企業センター背後法面整備工事開始予定。

港湾設備復旧工事 H20/４/３より護岸補修工事開始。

   ※各設備の点検結果については、まとまり次第お知らせします。  

※各項目の点検・復旧作業および実施期間については、状況により変更する場合があります。

７号機

耐震強化関連

変圧器（共通）／開閉所

その他

環境施設設備



第７６回地域の会ご説明資料

6号機ならびに７号機の状況について

平成21年１０月７日



6号機プラント全体の

機能試験・評価結果について
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1．はじめに

これまで、「新潟県中越沖地震後の設備健全性に係る点検・評価計画

書」に基づき、原子炉の蒸気発生前に実施する点検・評価（以下、「地

震後の点検・評価」という）を行い、設備健全性を確認してきた。

上記点検・評価の完了後、「プラント全体の機能試験・評価」を実施

した。その結果、地震影響による設備への影響は確認されず、今後、安

定してプラントが運転可能であると評価した。

プラント全体の機能試験・評価の全体フロー

地震応答解析

設備健全性の総合評価

プラント確認試験

地震後の点検・評価 プラント全体の機能試験・評価

設備点検

系統機能試験 プラント起動時の系統機能試験

プラント起動時の設備点検
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2．プラント全体の機能試験・評価の概要（１／２）

「プラント起動時の設備点検」

　プラント起動時に初めて確認可能となる作動確認、漏えい確認等を
実施し、機器レベルの健全性を確認する。

「プラント起動時の系統機能試験」

　プラント起動時に初めて実施可能となる系統機能試験を実施し、系
統レベルの健全性を確認する。

「プラント確認試験」

　プラント運転状態でのパラメータ採取、運転に関連する設備の状態
監視等を実施し、プラント全体の総合性能を確認する。
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2．プラント全体の機能試験・評価の概要（２／２）

海

低圧タービン

主復水器

主変圧器

海水

蒸気

制御棒

電気

循環水ポンプ

給水ポンプ

主発電機

インターナル
ポンプ

排気筒
給水

希ガスホールド
アップ塔

原子炉
圧力容器

復水貯蔵槽

蒸気加減弁

タービン
バイパス弁

圧力抑制室

原子炉隔離時
冷却系ポンプ

湿分分離
加熱器

高圧タービン

入熱による影響を確認する
必要がある支持構造物

【 目視点検 】

原子炉からの蒸気が流れる
配管、弁、熱交換器

【 漏えい確認 】

原子炉からの蒸気
により駆動される

タービンおよび発電機
【 作動試験 ・機能確認】

蒸気タービン
性能試験（その1,2）

原子炉格納容器

ドライウェル内
点検

気体廃棄物処理系
機能試験

パラメータ採取による
総合確認

地震後の点検・評価で
異常が確認された設備

（低圧タービン等）の点検

動的機器の
振動診断

原子炉隔離時
冷却系機能試験

：プラント起動時の設備点検

：プラント起動時の系統機能試験

：プラント確認試験



3．プラント全体の機能試験・評価の進捗状況

5　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

：復水器真空度
：原子炉圧力　　
：タービン回転速度
：発電機出力

：評価会議（各出力段階において試

験状況の評価を行い、次工程への

移行の妥当性を判断している）　

凡例

発電機出力約20%

発電機出力約75%

発電機出力約50%

定格熱出力一定運転

タービン系主要
ポンプ全数起動

復水器
真空上昇

制御棒引抜
開始～臨界
（8/26）

主タービン起動原子炉圧力
7.0MPa

原子炉圧力
3.5MPa

発電機仮並列

評価
発電機出力

75%時
評価

（最終評価）評価
（定格熱出力時）

評価
発電機出力

50%時

評価
（制御棒引抜前）

評価
（原子炉格納容器内点検）

7.0MPa

評価
（仮並列後）

① ②-1 ③-1
評価

（原子炉格納容器内点検）
3.5MPa

評価
発電機出力

20%時

④-1 ⑤-1 ⑥

評価
（主ﾀｰﾋﾞﾝ起動後）

②-2 ③-2 ④-2 ⑤-2

評価
発電機出力
100%時

⑦

⑤-3

タービン
回転速度

1500rpm

プラント全体の機能試験の進捗状況

発電機
本並列

（8/31）

復水器
真空度

10/7 現在

①　真空上昇時の点検 ②　原子炉昇圧時の点検 　
③　タービン、発電機の

起動時の点検・試験
④　発電機出力20、50％

　　時の点検・試験
⑤　発電機出力75％、定格

熱出力時の点検・試験

⑥　定格熱出力一定運転

　　時の試験

◆蒸気系配管点検

◆支持構造物点検

◆定格熱出力時の発電機点検
◆定格熱出力時の変圧器点検
　

－

◆発電機出力75%、定格熱出力
　時の状態監視

◆発電機出力75、100%、およ
　び定格熱出力時の主要パラメー
　タ採取

◆配管振動確認

－

－

◆気体廃棄物処理系機能試験

◆原子炉隔離時冷却系機能試験

◆蒸気タービン性能試験

　（その１）

－

◆発電機出力20、50%出力時
　の主要パラメータ採取

◆異常が確認された設備の確認

　・第1給水加熱器基礎部の状
　　態監視開始

　・低圧ドレンポンプ基礎部の
　　状態監視開始

　・タービン系配管の状態監視
　　開始

◆配管振動確認
－

主
な
点
検
項
目

その他 －
◆配管の熱変位量確認

◆配管振動確認 － －

⑦　最終の健全性評価

プラント起動時
の設備点検

◆復水器点検

◆復水ろ過脱塩装置点検

◆原子炉隔離時冷却系設備点検

◆給水ポンプ等起動時の点検

◆給水系配管点検

◆支持構造物点検

◆タービン点検

◆発電機並列時の発電機点検

◆発電機並列時の変圧器類点検 －

プラント起動時
の系統機能試験

◆蒸気タービン性能試験
　（その２）

－

◆蒸気タービン性能試験
　（その２）

－

プラント
確認試験

◆一定時間毎の主要パラメー
　タ採取

◆異常が確認された設備の
　確認

・復水器の状態監視開始

・給水加熱器ベント系配管オ
　イルスナバの状態監視開始

◆炉圧約3.5MPa、約7.0MPa時
　のドライウェル内点検

◆一定時間毎の主要パラメータ
　採取

◆一定時間毎の主要パラメータ
　採取

◆異常が確認された設備の確認

・タービンの状態監視開始

・発電機の状態監視開始

・変圧器の状態監視開始

◆定格熱出力一定運転時の

　状態監視

◆定格熱出力一定運転時に

　おける主要パラメータ採取
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４． 7号機で確認された主な不適合事象への対応

７号機「プラント全体の機能試験・評価」において確認された不適合事

象のうち、水平展開が必要な不適合事象について、以下のように対応。

プラント起動前に確認・対応が必要な事項について、確実に実施されていることを確認

した

プラント全体の機能試験・評価期間中に対応を実施するものについて、適切な時期に必

要な対策が実施されていることを確認した

７号機での

主な不適合概要
6号機における主な起動前対応事項

6号機プラント全体の機能試験にお
ける対応状況

結
果

7.0MPa時の定例試験時において

異常のないことを確認 良

良

主排気筒からのヨウ素
（I-133）の検出

ヨウ素が検出される可能性のある電動駆動およびタービ
ン駆動原子炉給水ポンプ等へ、フィルタ付き局部排風機
を設置

局所排風機入口部および主排気筒について定期的なヨウ
素濃度測定を実施

復水回収タンクＵシールおよびドレンファンネルへの水
張りを実施

定期的なヨウ素濃度測定の結果、

ヨウ素の検出がないことを確認

また、念のためにフィルタ付き

局部排風機も運転
良

試験実施にあたり、マニュアルに従

い圧力抑制室のプ－ル水位を低くし

たり、プール水移送についても監視

を実施

原子炉隔離時冷却系

（RCIC）の通常操作

での停止不可

トリップ機構のラッチ力を測定し、機械式および電磁式
トリップにおける動作力が、ラッチを外すために必要な
力を十分上回っていることを確認

トリップ動作確認試験を実施し異常のないことを確認

圧力抑制室（S/C）の
水位上昇

RCIC系起動前に圧力抑制室のプール水位を低くする、
RCIC系起動中は圧力抑制室のプール水を速やかに移送
できるよう監視する体制をとることをマニュアルに定め
た
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５．評価のまとめ

１．プラント起動時の設備点検の評価結果

　プラント起動時の設備点検の結果、いずれの設備にも地震の影響と考えられる
異常は確認されず、地震による設備健全性への影響がないと評価した。

２．プラント起動時の系統機能試験の評価結果

　プラント起動時の系統機能試験の結果、いずれの試験においても判定基準を満
足しており、また、重点的に確認する項目についても異常は確認されず、系統機
能が正常に発揮され、技術基準に適合しているものと評価した。

３．プラント確認試験の評価結果

　プラント確認試験の結果、地震の影響を示す兆候は確認されず、地震によるプ
ラント全体の運転状態への影響はないものと評価した。また、プラントパラメー
タが安定していることを確認し、今後の継続運転の観点からも問題のないものと
評価した。

４．その他の確認項目の結果

　プラント起動前の確認、プラント長期停止の影響の確認および、耐震強化工事
を実施した設備の確認を行った結果、いずれにおいても異常は確認されなかった。

　起動前に実施した点検・評価の結果も踏まえ、プラント全体の健全性
評価を行った結果、今後継続的にプラントが運転可能であると評価した。



７号機における燃料棒からの放射性物
質の漏えいならびに停止後の点検・検
査について



9　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

１．運転データの監視

原子炉建屋

タービン建屋

給水

復水器

タービン

主蒸気

原子炉

原子炉格納容器

放射線
モニタ

高感度
放射線
モニタ

よう素

ガス

制御棒

燃料
集合体

排気筒放射線モニタに変動は見
られない③高感度オフガスモニタ

放射線
モニタ

放射線
モニタ

活性炭式希ガスホールド
アップ塔出口放射線モニタ

②排ガス放射線モニタ（線形）

排ガス
フィルタ

排ガス
再結合器

除湿
冷却器

蒸気式
空気抽出器

主
排
気
筒

活性炭式希ガス
ホールドアップ塔

①原子炉水中よう素131濃度 放射性希ガス（キセノン１３３ ）濃度

気体廃棄物処理系除湿冷却器出口放射線モニタ

排気筒放射線モニタ（高レンジ）
排気筒放射線モニタ（通常レンジ）
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２．運転監視データの推移

○運転データの監視を継続していたが、特に有為な変動は見られていない。

○８月２０日（金）からは、主な監視運転データについてホームページ上で公開。
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原子炉施設保安規定　制限値：1.3×103Bq/g以下

①原子炉水中のよう素１３１濃度
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２．運転監視データの推移

②排ガス放射線モニタ
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排ガス放射線モニタ（線形）

発電機電力

Ｈ２１．７．２４　１７時　原子炉出力降下開始

Ｈ２１．７．３１　２２時　原子炉出力上昇開始

Ｈ２１．９．２６　０時５６分　原子炉停止

Ｈ２１．９．２５　１０時　原子炉出力降下開始



12　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

２．運転監視データの推移

③高感度オフガスモニタ
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３．停止後の燃料集合体の点検・検査の概要について
今回は通常定期検査時や漏えい燃料発生時の標準的な対応に比べて点検項目を増やし，
詳細な点検を実施する。

シッピング検査

外観
検査

超音波
探傷検査

ファイバー
スコープ検査

漏えい燃料特定後、漏えい燃料に対する調査を開始
（他に漏えい燃料がないことを確認するため、シッピング検査は並行して実施）【点検工程概要】

今後も予断を持たずにあらゆる可能性を考慮して、漏えい燃料の点検を実施し原因を調査
していく。

※1：系統的な要因が疑われず，偶発的な燃料漏えいと推定される場合の対応

詳細点検を

行う場合

（今回のケース）

標準的な

対応※1

漏えい燃料発生時

通常

定期検査

×

×

○
継続装荷燃料※2

×

×

×

○
継続装荷燃料※2

＋
漏えい燃料

○

点検項目比較

○

○

○
継続装荷燃料※2

＋
漏えい燃料

○

漏えい燃料棒およびスペーサ部の外観，
燃料集合体内に侵入した異物，異物痕
跡の確認

ファイバースコープに
よる検査

漏えい燃料棒の特定

燃料集合体の形状・性状の確認

※2：継続装荷燃料は燃料タイプ毎に
　　　２体を検査

漏えい燃料集合体の特定

点検・検査の目的

超音波探傷検査

燃料集合体外観検査

シッピング検査

点検・検査



14　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

３－１ シッピング検査の概要

燃料
つかみ具

燃料
集合体

希ガス

希ガスを含んだ
原子炉水を吸水

（装置へ）

吸水
ホース

漏えい燃料の場合

テレスコープ
シッピング

装置

シッピング装置

検査原理
・燃料集合体を燃料交換機によって吊上げ、周囲の水圧を減少させる。
　漏えい燃料であれば、水圧の減少に伴い漏えい燃料棒内の放射性希ガ

スがチャンネルボックス内に放出される。
・放射性希ガスが溶け込んだチャンネルボックス内の水をサンプリング

し、シッピング装置内で気体と液体に分離する。
・気体中の放射性希ガス量を分析することにより、漏えい燃料か否かを

判定。



15　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

３－１ シッピング検査の概要

■漏えいが確認された燃料

68
66
64
62
60
58
56
54
52
50
48
46
44
42
40
38
36
34
32
30
28
26
24
22
20
18
16
14
12
10
08
06
04
02

01 03 05 07 09 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67

：出力抑制法により全挿入した制御棒

：漏えいが確認された燃料集合体

９×９燃料（A型）
異物フィルタ付
平成14年７月12日原子炉内装荷



16　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

３－２ 超音波探傷検査結果の例

測定方法

ＵＴ
プローブ

被覆管

ペレット

破損孔

水

測定原理
７号機第４回定検 健全燃料棒の測定波形例

健全燃料棒 漏えい燃料棒

・反射波の高さの違いにより、漏えい燃料棒
　を特定

測定波形 浸水燃料棒の測定波形例
（健全燃料棒に比べ信号が弱い）



17　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

３－３ ファイバースコープ検査結果の例（１）

CB

水素化による

微小な膨らみ

ファイバスコープ挿入状況

ファイバー

スコープ

（下視）

上方向からの断面図
D

CB

A

ファイバースコープ

の視野

水素化による微小な膨らみの確認例

健全健全

挿入方向

A

漏えい

燃料棒

D

・ファイバースコープで燃料集合体内部の異物や漏えい燃料棒の表面状態を確認

健全

燃料棒



18　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

３－４ ファイバースコープ検査結果の例（２）

・異物の確認例（７号機第４回定検）

　太さ：約0.2mm
　長さ：約25mm

ウォーターロッドタブ

スペーサと異物の位置関係

異物の確認例（スペーサ下方向からの観察）



　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

　

その他号機の最近の状況について



20　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

進捗率 　　　

１号機

２号機

５号機

７号機

３号機

４号機

６号機

100%
目視点検 作動試験・機能試験 漏えい試験

地震後の点検、
技術者による目視点検

完了

完了

完了

完了

完了

H21.10.5現在

１．各号機の健全性確認進捗状況

機器単位の健全性確認

完了
完了
完了

完了

完了
完了
完了

完了

完　了

完　了



21　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

２．各号機の耐震強化工事の進捗状況

平成21年９月24日現在

１号機 ２号機 ３号機 ４号機 ５号機 ６号機 ７号機

準備工事
（平成21年３月10日～
平成21年７月15日）

（平成21年３月16日～
平成21年４月27日）

強化工事 （平成21年７月16日～） （平成21年４月28日～）

準備工事

強化工事

準備工事
（平成21年２月２日～
平成21年７月20日）

（平成21年２月２日～
平成21年７月５日）

（平成21年２月２日～
平成21年６月22日）

強化工事 （平成21年７月21日～） （平成21年７月６日～） （平成21年６月23日～）

準備工事
（平成21年４月６日～
平成21年６月８日）

（平成21年９月14日～）

強化工事 （平成21年６月９日～） 時期調整中

準備工事
（平成21年１月23日～
平成21年１月29日）

強化工事
（平成21年１月30日～

平成21年10月８日予定）

※ 耐震強化対象箇所の評価を引き続き実施中であるため、項目等は変わる可能性があります。
また、耐震安全性評価の中で耐震強化工事に反映すべき点があれば、適宜対応していきます。

完了
（平成20年11月３日）

完了
（平成20年10月24日）

完了
（平成20年９月30日）

（平成21年２月16日～
平成21年７月26日）

完了
（平成20年10月16日）

完了
（平成21年５月22日）

完了
（平成21年７月７日）

完了
（平成21年７月13日）

完了
（平成21年８月21日）

完了
（平成21年９月７日）

配管等
サポート

完了
（平成21年１月19日）

原子炉建屋
屋根トラス

排気筒 完了
（平成20年10月29日）

（平成21年７月27日～）

検討中 検討中 検討中

完了
（平成21年１月25日）

完了
（平成20年11月１日）

検討中

完了
（平成21年８月28日）

完了
（平成21年９月24日）

検討中

原子炉建屋
天井クレーン

検討中 検討中

燃料取替機 検討中

　項　目
　※

完了
（平成21年１月12日）

完了
（平成20年10月27日）



地域の会ご説明資料

６号機ロッキングと人工岩盤との

関係について

平成２１年１０月７日



1　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

６号機原子炉建屋　基礎直下人工岩盤の影響検討

６号機原子炉建屋　基礎掘削状況

竣工写真基礎掘削平面図



2　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

６号機原子炉建屋　基礎直下人工岩盤の影響検討

検討条件
６号機原子炉建屋の基礎直下に打設された人工岩盤（コンクリー
ト）が、建屋応答に及ぼす影響を擬似３次元有限要素法解析※1

（ＮＳ方向）により検討する。検討に際して３種類の断面を仮
定する。

ＰＮ※2

AA

BB

CC

AA

BB

CC

建屋外形線

６号機原子炉建屋　掘削床付図

CC--CC断面断面
：　重心位置

BB--BB断面断面

断面積AA--AA断面断面

※1　建物周辺の地盤を有限要素法でモデル化し、３次元性を擬似的に
考慮するために要素の面外方向に粘性ダンパを設けた一体解析
モデルによる地震応答解析　

※2　プラント設計上の北の方位 ６号機原子炉建屋の基礎地盤においては、調査時の試掘抗跡などの
埋め戻しに部分的に人工岩盤を用いている



3　無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

６号機原子炉建屋　基礎直下人工岩盤の影響検討

擬似３次元有限要素法解析モデル（ＮＳ方向）

建屋モデル諸元：中越沖地震シミュレーション解析モデルと同様
地盤モデル諸元：中越沖地震シミュレーション解析モデルと同様

【凡例】

解析モデル（全体，人工岩盤なし）

解析モデル（ケース１：Ａ-Ａ断面）

人工岩盤物性を適用

建屋（２軸質点系）

側面：エネルギー伝達境界

人工岩盤物性を適用

解析モデル（ケース２：B-B断面）

人工岩盤物性を適用

解析モデル（ケース３：C-C断面）

底面：粘性境界

基礎版上

砂　層

安田層

西山層
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６号機原子炉建屋　基礎直下人工岩盤の影響検討

中越沖地震時の基礎版上ロッキング動（回転角加速度、ＮＳ方向）
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最大値：　6.41×10-2 rad/s2人工岩盤なし
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最大値：　6.92×10-2 rad/s2ケース２

ケース１

ケース３

ケース２

人工岩盤なし
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６号機原子炉建屋　基礎直下人工岩盤の影響検討

基礎版上のロッキング応答比較
各ケースの基礎版の回転角加速度の時刻歴および応答スペクトルの
比較より、基礎直下の人工岩盤の有無およびその位置が、建屋応答
へ与える影響は小さいことが示された。

回
転

角
加

速
度

（
ra

d/
s2

）

-0.10

-0.05

0.00

0.05

0.10

20 30 40 50 60 70

FEM (人工岩盤なし)

FEM (ケース２)

FEM (ケース３)

FEM (ケース１)

時間　（s）

回転角加速度時刻歴の比較
（基礎版上)

0
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0.01 0.1 1 10

最
大
応
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回
転
角
加
速

度
（
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基礎版上
h=0.05

FEM (人工岩盤なし)

FEM (ケース２)

FEM (ケース３)

FEM (ケース１)

回転角加速度の応答スペクトルの比較
（基礎版上)



今夏の電力需給の実績と今後の見通しについて 

 平成 21年 10月７日 

東京電力株式会社  

 

１．今夏（７～８月）の気象状況・特徴 

   今夏は、梅雨前線や勢力の弱い太平洋高気圧の影響により、全般的に曇りの日が

多い結果となり、梅雨明け（関東甲信地方：７月 14 日）前後の７月中旬に高気温の

発生がみられたものの、７月下旬および８月の上旬・下旬の気温は平年を下回る水

準で推移しました。 

   なお、今夏における東京地方の最高気温は、７月 16 日(木)に記録した 34.2℃で

あり、猛暑日（最高気温 35℃以上）は記録されませんでした。 

 

２．今夏の最大電力 

 今夏の最大電力は、東京地方において 33.2℃を記録した、７月 30 日（木）15 時の

5,450 万 kＷでした。 

 これは、前年度実績（平成20年８月８日(金)：6,089万kＷ）を639万kＷ下回り、平

成５年度（８月24日(火)：5,020万kＷ）以来の低水準となりました。 

 

   

                        

（℃）

上旬 中旬 下旬 月間 上旬 中旬 下旬 月間

今年 27.3 31.1 29.5 29.3 30.0 31.1 29.4 30.1

平年 27.5 28.7 30.6 29.0 31.1 31.0 30.4 30.8

前年 28.1 32.1 32.4 30.9 32.7 32.4 27.3 30.7

平年差 ▲ 0.2 2.4 ▲ 1.1 0.3 ▲ 1.1 0.1 ▲ 1.0 ▲ 0.7

前年差 ▲ 0.8 ▲ 1.0 ▲ 2.9 ▲ 1.6 ▲ 2.7 ▲ 1.3 2.1 ▲ 0.6

＜最高気温の推移（旬別平均）＞ 

７　月 ８　月

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）最高気温は東京地方（気象庁調べ） 

 

 

  

 
順位 日付

1 7月3

2 7月1

3 7月1

4 8月7

5 7月2

過去最大 H13.7

前年最大 H20. 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今夏の最大電力実績＞
曜日 最大電力 発生時間 最高気温

0日 （木） 5,450 万kW 15時 33.2℃

6日 （木） 5,411 万kW 15時 34.2℃

5日 （水） 5,301 万kW 15時 33.6℃

日 （金） 5,292 万kW 12時 33.2℃

9日 （水） 5,104 万kW 12時 31.2℃

.24 （火） 6,430 万kW 14時 38.1℃

8 .8 （金） 6,089 万kW 15時 35.3℃

- 1 - 



 夏期最大電力の推移（発電端１日最大）

8月8日

6,089

(▲58)

8月22日

6,147

(341)7月14日

5,806

(▲206)

8月5日

6,012

(▲138)

7月20日

6,150

(414)
9月11日

5,736

(▲584)

8月1日

6,320

(▲110)

7月24日

6,430

(506)
8月3日

5,924

(▲1)

0

5,500

6,000

6,500

7,000

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

万kW

（ ）の数値は対前年増分

平成 年度

7月30日

5,450

(▲639)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜１日当たり最大電力量実績＞  

年度 １日当たり最大電力量(kWh) 発生年月日 

平成12 10億9,180万 平成12年８月３日（木） 

13 11億8,430万 平成13年７月24日（火） 

14 11億6,760万 平成14年８月１日（木） 

15 10億7,370万 平成15年９月12日（金） 

16 11億5,550万 平成16年７月21日（水） 

17 11億3,460万 平成17年８月５日（金） 

18 10億9,960万 平成18年７月14日（金） 

19 11億6,420万 平成19年８月22日（水） 

20 11億5,760万 平成20年８月８日（金） 

21 10億2,870万 平成21年７月16日（木） 

要

因

な

 

 

 

 

 

 

３．電
 

 

需

最

通

(注) 

     

     

 

今夏の最大電力が、当初見通し（通常の暑さ：6,100 万 kＷ）を大幅に下回った

といたしましては、 

①最大電力発生日の最高気温が想定の前提気温に比べ低かったこと 

②景気低迷等により販売電力量が大きく計画を下回って推移したこと 

どの影響によるものと考えております。 
力需要の見通し 

年度 20 

(実績) 

21 

 

22 25 30 平成30年/20年

平均増加率(%)

要見通し 

(億kWh) 
2,890 2,897 2,961 3,077 3,291 1.3 

大電力見

し(万kW)1.
5,891  5,254 2. 5,806 5,956 6,228 0.6 

1. 最大3日平均（送電端） 

2. 平成21年度の最大電力見通しは平成21年9月30日現在の実績 

3. 平成21年度供給計画による 

以 上 
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柏崎刈羽原子力発電所　中越沖地震以降の火災に対する国、県、市からの指導 平成２１年１０月７日
東京電力株式会社

番号 発生日 対　策 国指導 県指導 市指導

1 平成19年9月20日

　１号機原子炉建屋屋上南東コーナーに設
置した仮設クーラーの電源ケーブルのコネク
ター部不良より過熱、発火。

　プラグ式コネクターの持込前及び定期点
検と共に日常点検を行う。

ー ー ー

2 平成19年12月12日

　１号機ＣＶケーブル洞道内において、誤って
こぼしたコンクリート補修材廃液（有機溶剤）
が仮設電源用ダウントランスのコンセントプラ
グにかかり、短絡・スパークし有機溶剤に引
火。

　有機溶剤を運搬する際に密閉性容器を使
用するよう構内ルールの再教育等を行う。

ー ー ー

3 平成20年7月1日

　アーク溶接作業準備のため、溶接棒乾燥
器内に養生用テープが混入していたが乾燥
器内部を十分に確認せず、溶接棒乾燥器に
電源を入れて溶接棒を乾燥中、煙に気付き
乾燥器を開けたところ発煙と乾燥器内部の
発火。

　電気乾燥器の電源投入前に内部点検を実
施するよう点検表に追記すると共に、電気
乾燥器に異物混入防止の注意喚起表示を
行う。

ー ー ー

4 平成20年7月22日

　無停電源装置の電源を仮設より本設へ切
り替え作業時、無停電源装置内の変圧器よ
り発煙を確認。

　トランス製造時の設計に放熱の配慮がな
かったことから、製造時の温度試験により規
格内であることを確認する。

ー ー ー

5 平成20年11月22日

　洗浄機を使用して低圧タービンロータを洗
浄していたところ、洗浄液に引火し火災が発
生。危険物を取り扱っているという認識がな
く、防爆構造機器ではない洗浄機を使用し危
険物（洗浄液）を噴射したため、電源を投入し
た際の火花が洗浄液に引火し発火した。

　危険物取り扱いルールの改善及び防火教
育の徹底等を行う。

【平成２０年１１月２８日】
　原因と再発防止対策について徹
底した検討と速やかな報告。
　火災の影響を受けた可能性のあ
る機器について、性能等への影響
の有無、健全性の確認とその報
告。

【平成２０年１２月２日】
　相次ぐ火災や事故に関して、原因を
徹底的に調査し、再発防止対策を講
じるとともに、構内協力企業も含た作
業員への安全教育や環境整備など、
安全管理を徹底するよう申し入れた。

【平成２０年１１月２６日】
火災等事故防止の徹底について（通
知）
指導事項
・消防法及び柏崎市火災予防条例の
遵守。
・社員及び協力企業の従業員等への
防火教育の徹底。

6 平成20年12月8日

　配管サポートの耐震強化工事のために溶
接作業を行っていたところ、溶接棒の送り出
し装置の回路の過熱より発煙。
発煙を把握し初期消火活動を実施した者
が、中央制御室に連絡しなかったため、消防
への通報が遅れた。

　工事用機材であるワイヤ送給装置の使用
前点検及び通報連絡の徹底に関する教育
等を行う。

【平成２０年１２月９日】
　火災発生と通報に時間を要した
原因、再発防止対策について、調
達管理のあり方を含めた徹底した
検討と速やかな報告。
【平成２０年１２月９日】
現地立入検査の実施。

ー 【平成２０年１２月１１日】
口頭指導。
・火災の発生と通報遅れに対する注
意、社員及び協力企業の作業員に
対する実効性ある防火教育の実施。
【平成２１年１月２８日】
第１回防火安全対策協議会の開催。

7 平成21年2月9日

　避雷鉄塔の航空障害灯が点灯していない
ことを確認したため、航空障害灯の電球交換
を行うため屋外設置の制御盤内部を確認し
たところ、保安器（異常電圧時に機器を保護
する装置）が焼損した。落雷により過電流が
流れたものと推定。

　焼損した保安器と制御基盤を取り替えた。 ー ー ー

事　象
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8 平成21年3月5日

　原子炉隔離時冷却系ポンプ分解点検の分
解したパーツの手入れを行う準備作業で、分
解作業で使用する危険物（洗浄液）を一斗缶
からオイラーに移し替える作業を保管箱の中
で実施中、同保管箱の中にあったポリ袋（エ
タノール缶が入った）をずらした際に静電気
により発火。

○改善計画の策定
　防護区域内に保管されている第一石油類
（ＰＴ剤等）、第二石油類（塗料等）等可燃性
に高いものを一旦全量防護区域から搬出
し、その後の使用は一日の使用予定量のみ
申請後持ち込むこととする。
　また、その取り扱いは防火教育受講終了
者が行うこととし、作業にあたっては防爆型
の扇風機または局所送排風機を設置・運転
し、換気を十分に行う。

【平成２１年３月５日】
　再発防止対策の徹底指示にかか
わらず、火災発生したことに対する
厳重注意。
　火災の発生原因及び再発防止対
策についての検討と速やかな報
告。
【平成２１年３月６日】
現地立入検査の実施。

【平成２１年３月５日】
　再三にわたる安全管理の徹底を要
請したが、火災が発生したため速や
かな原因の究明と再発防止対策の徹
底の申し入れた。

【平成２１年３月６日】
消防法第８条第４項
防火対象物の防火管理業務適正執
行命令
命令事項
・火気作業、危険物取扱い作業の見
直し。
・上記作業の改善計画書の提出。
【平成２１年３月１４日】
　東京電力職員及び元請・下請け企
業職長に対し､防火安全講習会の実
施。
【平成２１年３月２６日】
第２回防火安全対策協議会の実施。
【平成２１年３月２７日】
防火対象物の防火管理業務適正執
行命令の解除

9 平成21年4月11日

　予備倉庫（周辺防護区域外）で火災検知器
が作動したことから、現場確認したところ空
調機のファンベルトが切れてその下部にある
加熱装置上部の保護カバー上に落ち、熱せ
られたことから発煙。

○防火体制の強化
　各建屋に設置されている副防火管理者
が、管理する建物の予防管理、設備管理・
運用管理を一元的に管理する体制とした。
また、発電設備以外の区域に対する防火管
理者補佐を副防火管理者の上位職（部長）
とした。
建築グループに、組織強化として設備の知
識を有する者で構成される専門チームを作
り、協力企業とともに一般設備の維持・管理
を行う。
　防火に関する専門家として、工事主管箇
所の実施業務の監視、指導・助言、作業中
止命令などを行うため、危険物全体を統括
する専門家に加え、電気機械の知識をもっ
た防災安全担当を設置し、防火活動の評
価、チェックを行わせる。

　また、類似機器の総点検を実施した。

【平成２１年４月１３日】
再発防止対策の徹底指示にかか
わらず、火災発生したことに対する
厳重注意。
火災の発生原因及び再発防止対
策についての検討と速やかな報
告。
これまでの火災対策の徹底と、火
災防止に万全を期すことの指示。

【平成２１年４月２７日】
火災対策の状況調査の実施。

【平成２１年４月１３日】
火災の多発に対する申し入れ
・施設設備等の点検や作業体制の見
直し。
・火災防止に関する命令系統や責任
の所在明確化。
・上記に関する原因と対策の実施。
【平成２１年４月２１日】
火災防止対策の徹底の要請。
東電の火災再発防止対策に対する有
識者の改善指導事項の検討と火災防
止対策の徹底要請。
【平成２１年４月２３日】
知事コメント
東電からの防火計画を了解とする。た
だし、計画の運用に万全を期すこと、
計画が完全無欠であるとの先入観を
持たず、ヒヤリ、ハット事例の度に改
善努力する不断の改善を求める。

【平成２１年４月１２日】
火災の再発防止の徹底について（指
示）
指示事項
・本火災の発生原因を究明し、報告。
・類似機器の総点検を行い、その結
果報告、火災の再発防止対策を講じ
ること。

◎５月１８日の週から毎週１回の臨検
の実施。

10 平成21年8月31日

　屋外（周辺防護区域外）の建設機械のエン
ジンユニット内のバッテリー上に置かれたコ
ントロールボックス（金属製）と燃料ホースの
間で短絡し、燃料ホースから漏れた燃料（軽
油）に着火した。

　火災発生のリスクを伴う工事用機械に関
する、作業前点検チェックシートに安全上・
火災防止上の重要なポイントをチェック項目
として追加して、そのチェックシートに基づい
て点検する。
　火災発生のリスクを伴う工事用機械を使
用する作業員に対し、取扱説明書等に基づ
き、安全上・火災防止上の重要なポイントに
ついて必要な教育を実施する。
　作業開始前の安全確認において、火気作
業および危険物取扱作業ではない場合で
も、「火災」をキーワードの一つとして取り上
げ、複数の目でチェックを行う。
　また、工事用機器の総点検を実施した。

ー 【平成２１年９月１日】
　発電所内で発生した建設機械火災
への対応について（要請）
１ 発火原因について、詳細な調査を
早急に行うこと。
２ 調査結果を踏まえ、再発防止策を
講じるとともに、関連する機器にも必
要な対策を行うこと。

【平成２１年８月３１日】
口頭指導
・発電所内では作業機器の使用前点
検をしっかり行って、火災の防止に努
めること。


